


歳入の状況

歳出の状況

特集

平
成
27
年
度

決
算
報
告

一般会計決算の概要
　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
病
院
事
業
会
計
の
決
算
が
ま

と
ま
り
、
平
成
28
年
第
４
回
町
議
会

定
例
会（
平
成
28
年
12
月
15
日
開
催
）

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　平成27年度の一般会計の決算は、歳入決算額が48億3158万8千円、

歳出決算額が47億4843万8千円となり、歳入から歳出を差し引いた
収支は8315万円の黒字となり、平成28年度会計へ繰り越しました。
　これを前年度と比較すると歳入決算額は6億1947万円あまりの増

（14.7％の増）、歳出決算額は6億5505万円あまりの増（16.0％の増）
となりました。
※なお、今回の決算報告は地方財政状況調査などを基に作成しております。

26年度・27年度との比較
区　分 27年度決算 26年度決算 比較増減率
町 税 164,879 171,591 -3.9%
使用料及
び手数料 121,924 95,459 27.7%

諸 収 入 59,849 63,139 -5.2%
繰 越 金 118,729 200,306 -40.7%
分担金及
び負担金 36,505 60,136 -39.3%

そ の 他 58,929 43,817 34.5%
地 方
交 付 税 2,446,759 2,370,773 3.2%

町 債 1,129,108 372,582 203.0%
地 方
譲 与 税 76,509 73,288 4.4%

道支出金 368,854 134,289 174.7%
国 庫 支
出 金 201,522 594,405 -66.1%

自 動 車
取 得 税
交 付 金

11,856 9,279 27.8%

地方消費
税交付金 33,995 20,629 64.8%

そ の 他 2,170 2,423 -10.4%
合 計 4,831,588 4,212,116 14.7%
自主財源 560,815 634,448 -11.6%
依存財源 4,270,773 3,577,668 19.4%

26年度・27年度との比較
区　分 27年度決算 26年度決算 比較増減率
公 債 費 418,659 445,639 -6.1%
総 務 費 784,900 661,218 18.7%
衛 生 費 650,017 392,471 65.6%
農 林 水
産 費 443,458 881,206 -49.7%

民 生 費 1,113,565 374,595 197.3%
教 育 費 429,956 388,199 10.8%
土 木 費 542,442 507,333 6.9%
消 防 費 141,915 233,477 -39.2%
商 工 ・
労 働 費 163,726 148,594 10.2%

議 会 費 58,000 51,772 12.0%
災 害
復 旧 費 1,800 8,883 -79.7%

合 計 4,748,438 4,093,387 16.0%
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歳入合計
48億

3158万8千円

歳出合計
47億

4843万8千円

地方交付税
2,446,759
（50.6％）

依存財源
4,270,773
（88.4％）

自主財源
560,815
（11.6％）

町債
1,129,108
（23.4％）

国庫支出金
201,522
（4.2％）

その他
58,929
（1.2％）

分担金及び負担金
36,505
（0.8％）

繰越金
118,729（2.5％）

諸収入
59,849（1.2％）

町税
164,879
（3.4％）

使用料及び手数料
121,924（2.5％）

地方消費税交付金
33,995（0.7％）

自動車取得税交付金
11,856（0.2％）

その他
2,170
（0.1％）

道支出金
368,854
（7.6％）地方譲与税

76,509
（1.6％）

公債費
418,659
（8.9％）

総務費
784,900
（16.1％）

衛生費
650,017
（13.7％）

農林水産費
443,458
（9.4％）

教育費
429,956
（9.1％）

民生費
1,113,565
（23.5％）

土木費
542,442
（11.4％）

消防費
141,915
（3.0％）

商工・労働費
163,726（3.5％）

議会費
58,000（1.3％）

（単位：千円）

（単位：千円）

単位（決算）：千円
比較増減率％〔 〕

単位（決算）：千円
比較増減率％〔 〕

災害復旧費
1,800（0.1％）



平成27年度決算報告

幌加内町の財政状況を家庭の家計に例えてみると

　幌加内町の一般会計と家庭の家計では、金額やお金の使い方に大きな違いがあるため、単純に比較すること
は出来ませんが、決算を身近なものにしていただくため、主な職業別、項目別に例えて、平成27年度の一般
会計決算を実際の千分の一に置き換えた、年間収入を483万円、年間支出を475万円として表してみました。

収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

農　　家 商　　店 サラリーマン 今年
（H27）

昨年
（H26） 町の決算【科目名】

① 農産物販売代金 商品販売代金 給料【基本給】 28 37 ・町税　・繰越金

② 交付金等 グループ企業支援金 給与【各種手当】 314 320
・譲与税　・交付税　・交付金
・国庫支出金　・寄付金
・道支出金

③ 農地賃貸料 建物土地賃貸料 家賃収入 24 26
・分担金負担金
・使用料、手数料
・財産収入　・諸収入

④ 借入金 借入金 借金 113 37 ・町債

⑤ 貯金の引き出し 貯金の引き出し 貯金の引き出し 4 2 ・繰入金

合　　　　計 483 422

支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

農　　家 商　　店 サラリーマン 今年
（H27）

昨年
（H26） 町の決算【科目名】

① 雇人費 雇人費 食費 54 55 ・人件費

② 肥料代・農具代
農薬代

仕入代
電気・水道料

電気・水道料等
日常生活費 61 69 ・物件費

③ 医療費
保育費

医療費
保育費

医療費
保育費 11 11 ・扶助費

④ 制度資金
返済金

制度資金
返済金 借金返済金 42 45 ・公債費

⑤ トラクター修繕費 店舗・車修繕料 家・車の修理代 20 17 ・維持補修費　・災害復旧費

⑥ 土地改良区賦課金
共済費 商工会負担金 町内会費

お祝い金等 83 77 ・補助費　・負担金

⑦ 子供への仕送り 子供への仕送り 子供への仕送り 19 18 ・操出金

⑧ 土地
トラクター購入費

店舗増改築
車購入費

家の増改築
車購入費等 147 101 ・建設事業費

⑨ 貯金
農協出資金

貯金
投資

貯金
投資 38 16 ・積立金　・貸付金

合　　　　計 475 409

ほろみんが教える家計の特徴
　27年度は140万円を超える大きな買い物をしました。主に町内に新たに建設した建物で、特別養護
老人ホーム「テルケア」の関係、「アルク」と「あえる」の間に増設しました「町立診療所」や公営住
宅「わかば団地」となります。
　その結果、今年の収入は④の借入金（町債）が多くなりましたが、元利償還の少ない過疎債が充当

できたことにより、お財布事情としてはとてもありがたい結果となりました。
　支出も建物以外では特に、前年と変わらず、収入から支出を差し引くと8万円の黒字となり、翌年の生活のために繰り越す
ことができました。
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各種グラフで見る！幌加内町の財政状況推移

特集

　皆さんが興味のある地方交付税や町債（町の借金）、基金（町の貯金）のこの10年の推移をグラフで見てみ
ましょう。

地方交付税の交付状況は？
　幌加内町の一般会計歳入総額の51％（平成27年度）を
占める「地方交付税」は、自主財源の確保が難しい本町の
最も貴重な財源であり、財政の「要」といえます。
　地方交付税は、地方公共団体間の財源の不均衡を調整
し、どこの地域に住む住民にも標準的な行政サービスを提
供できるよう財源を保障し、国税5税（所得税、法人税、
酒税、消費税、たばこ税）の一定割合の額を国が地方公共
団体に対して交付するもので、ここ10年では横ばいで推
移しています。
　また、町民一人あたりに換算すると（平成27年末人口
1,550人）約158万円が交付されている計算になります。

町債（町の借金）の残高は？

　社会資本の整備や大型の公共事業等を実施する場合、起
債という長期にわたって返済を行なう借入金を活用し、資
金調達を行います。
　平成27年度の町債の残高は、約44.9億円で、ここ10年
では約12.7億円の減少となりました。
　今後も町債発行の抑制や効率的な起債償還に努め財政の
健全化を図ります。
　また、町民一人あたりに換算すると（平成27年末人口
1,550人）約290万円の借金があるという計算になりま
す。

基金（町の貯金）の状況は？
　基金（町の貯金）は、財源が不足する年度に年度間の不
足を補う「財政調整基金」と町債（まちの借金）の償還財
源を確保し借金の返済に充てる「減債基金」、また、使用
目的が決まっている「特定目的基金」があります。
　この10年間では行財政改革の取り組みにより、基金
（町の貯金）が年々増えつつあります。　
　また、町民一人あたりに換算すると（平成27年末人口
1,550人）総額で約295万円の貯金がある計算になりま
す。

平成18年度
（千円）

平成19年度
（千円）

平成20年度
（千円）

平成21年度
（千円）

平成22年度
（千円）

平成23年度
（千円）

平成24年度
（千円）

平成25年度
（千円）

平成26年度
（千円）

平成27年度
（千円）

財 政 調 整 基 金 376,872 526,967 528,879 532,364 864,058 870,007 971,143 1,117,187 1,271,319 1,614,115

減 債 基 金 908,252 910,596 993,924 879,970 884,570 888,164 991,418 993,368 993,150 992,868

その他特定目的基金 1,365,798 1,326,429 1,321,394 1,317,251 1,377,678 1,592,026 1,794,815 1,984,268 1,962,320 1,957,108

積立金現在高（合計） 2,650,922 2,763,992 2,844,197 2,729,585 3,126,306 3,350,197 3,757,376 4,094,823 4,226,790 4,564,091
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平成18年度時より約12.7億円減少

貯金は増加傾向です。
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特別会計・企業会計決算報告

平成27年度決算報告

　町には普通会計のほかに特別会計と公営企業会計があり、どの会計も私たちの暮らしを支える柱として役立ってい
ます。近年は普通会計だけではなく、特別会計や企業会計の財政の健全度が非常に重要視されています。

特別会計の決算状況
○特別会計とは特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など特定の収入により運営する会計で

す。本町の特別会計につきましては赤字になるものはありませんでした。

公営企業会計の決算状況
○企業会計とは民間企業のように事業収益により運営するものです。
　本町では、町立病院の運営がこれにあたり、27年度の病院事業会
　計は【赤字決算】となりました。

疾病や負傷などをした場合に必要な給付を行う医療保険

歳入：２億7103万 4千円
（前年比10.4％増）

歳出：２億7015万 6千円
（前年比10.2％増）

歳入―歳出 87万８千円
　歳入と歳出の差引残高は87万８千円となり全
額を平成28年度会計へ繰越しました。

原則75歳以上が加入する後期高齢者医療制度による各種給付

歳入：2645万２千円
（前年比2.8％減）

歳出：2621万２千円
（前年比2.4％減）

歳入―歳出 24万円
　歳入と歳出の差引残高は24万円となり、全額
を平成28年度会計へ繰越しました。

後期高齢者医療特別会計

要介護認定業務や各種介護保険サービスの給付

歳入：１億8785万７千円
（前年比8.6％減）

歳出：１億7869万円
（前年比8.4％減）

歳入―歳出 916万７千円
　歳入と歳出の差引残高は916万７千円となり、
全額を平成28年度会計へ繰越しました。

介護保険特別会計

各種学校に入学する方に対しての資金貸与・支給

歳入：271万 4千円
（前年比30.2％減）

歳出：271万 4千円
（前年比30.2％減）

奨学資金特別会計

町内各地区への飲料水の供給

歳入：6576万 2千円
（前年比6.9％の増）

歳出：6576万 2千円
（前年比6.9％の増）

簡易水道事業特別会
計

家庭などから出た汚水の処理や浄化

歳入：7083万８千円
（前年比3.7％の減）

歳出：7083万８千円
（前年比3.7％の減）

下水道事業特別会計

収益的収入：５億3640万 4千円
（前年比37.7％の増）

収益的支出：５億3301万３千円
（前年比29.6％の増）

収入―支出 339万１千円

病院会計（収益収支
）

　収益的収入と収益的支出
の差引きは339万１千円の黒字となっておりま
すが、収益的支出欠損金が発生し、一般会計よ
り5460万1千円を繰り入れているため、実際は
5121万円の【赤字決算】となっております。

国民健康保険特別会
計
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Ｑ　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
老
人
施

設
の
建
設
は
と
て
も
有
難
い
が
、
若

者
が
住
み
着
か
ず
、
離
町
し
て
し
ま

う
現
状
も
あ
る
。
安
定
し
た
職
場
や

仕
事
が
出
来
る
環
境
を
作
ら
な
い
と

幌
加
内
町
は
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
。
も
う
少
し
若
者
が
定
住

で
き
、
安
定
し
た
所
得
が
得
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
話
は
あ
る
の
か
。

町
長　
何
も
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま

ま
衰
退
し
て
い
く
。
幌
加
内
は
そ
ば

と
い
う
素
材
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
玄
そ
ば
の
ま
ま
出
荷
す

る
の
で
は
な
く
、
製
粉
に
し
て
出
荷

す
る
と
4
倍
ほ
ど
の
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
当
然
、
人
材
も
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
雇
用
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
特
養
で
も
町
外
か
ら
来
ら

れ
た
方
も
い
ま
す
し
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
採
用
が
１
名
あ
り
ま
し
た
。

外
か
ら
呼
ぶ
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

幌
加
内
高
校
生
に
地
元
で
働
い
て
も

ら
う
、
こ
れ
を
一
歩
づ
つ
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
移
住
・
定
住
で
は
、
パ
ラ

レ
ル
キ
ャ
リ
ア
（
複
数
の
仕
事
）
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ　
除
雪
機
の
購
入
補
助
に
所
得
制

限
は
な
い
が
、
高
齢
者
世
帯
等
生
活

支
援
費
支
給
の
除
雪
費
補
助
は
所
得

制
限
が
あ
る
の
で
、
65
歳
～
70
歳
以

上
の
方
に
な
る
と
、
除
雪
機
を
購
入

す
る
よ
り
除
雪
を
頼
む
こ
と
が
多
い

の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合
の
補
助
の

検
討
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　
高
齢
者
世
帯
等
生

活
支
援
費
支
給
要
綱
に
よ
り
、
70
歳

以
上
の
独
居
世
帯
、
同
居
親
族
65
歳

以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
、
除
雪
費
年
額
25
千
円
以
内
、

福
祉
灯
油
代
年
額
7
千
円
以
内
、
高

齢
者
福
祉
手
当
年
額
1
万
円
を
対
象

者
に
支
給
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
除
雪
費
に
つ
い
て
は
、
除
雪

組
合
の
年
額
経
費
が
5
万
円
か
ら

6
万
円
に
増
額
さ
れ
た
際
に
、
平
成

25
年
度
2
万
円
か
ら
2
万
5
千
円
に

増
額
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
状
で
、
以
上
の
よ
う
な
対
策
を

手
立
て
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

Ｑ　
ル
オ
ン
ト
の
周
辺
、
雑
草
や
施

設
管
理
等
の
状
況
が
悪
い
。
施
設
も

古
く
な
り
、
設
備
に
も
経
費
が
か
か

る
と
思
う
が
、
地
元
だ
け
で
な
く
、

お
客
さ
ん
が
来
た
と
き
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
形
を
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

産
業
課
長　

ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
最
近
、
住
民
及
び
町
外
利
用
者

か
ら
の
指
摘
も
多
く
、
そ
の
都
度
対

応
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
実

態
が
伴
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
指
定
管
理
元
で
あ
る
振
興
公
社
に

は
再
三
改
善
策
を
指
導
・
要
求
を
し

て
い
ま
す
が
、
体
制
も
厳
し
く
な
か

な
か
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
改
善
計
画
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
管
理
者
と
し
て
の
意
識
徹
底
と

責
任
追
及
な
ど
の
措
置
も
必
要
と
考

え
て
お
り
、
公
社
と
そ
の
旨
協
議
す

る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、

外
部
か
ら
の
委
員
を
入
れ
「
町
民
保

養
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
江
丹
別
峠
は
生
活
道
路
で
あ
り
、

救
急
車
も
そ
う
だ
が
何
か
あ
れ
ば
通

る
道
路
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
嵐
山
の

分
岐
か
ら
鷹
栖
町
ま
で
の
間
の
道
路

が
ど
こ
の
管
轄
か
解
ら
な
い
が
、
除

雪
が
悪
い
の
で
改
善
す
る
よ
う
要
望

し
て
も
ら
い
た
い
。

建
設
課
長　
12
月
27
日
に
、
旭
川
開

発
建
設
部
に
対
し
改
善
要
望
を
実
施
。

委
託
先
の
除
雪
組
合
に
改
善
を
指
示

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
道
道
名
寄
遠
別
線
の
名
母
ト
ン

ネ
ル
を
境
に
、
除
雪
の
体
制
が
違
う
。

歩
道
も
除
雪
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
車

線
を
確
保
で
き
て
い
な
い
時
も
あ
る
。

　
ま
た
、
道
道
が
出
来
た
時
、
緑
地

平
成
28
年
度

　町
政
懇
談
会
を
実
施

　

平
成
28
年
11
月
１
日
（
火
）
か
ら
11
月
25
日
（
金
）
ま
で
、
町
内
7
会
場

に
お
い
て
、
町
政
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、「
地
域
公
共

交
通
会
議
の
経
過
～
幌
加
内
町
か
ら
旭
川
市
へ
の
足
の
確
保
～
」
や
「
深
川

地
区
消
防
組
合
か
ら
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
へ
の
移
管
に
つ
い
て
」、「
幌

加
内
町
開
基
１
２
０
周
年
」、「
幌
加
内
町
第
4
次
行
政
改
革
の
推
移
」
な
ど

を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は
そ
れ
に
伴
う
質
問
、
そ
の
他
町
政
全
般
に
関
す

る
要
望
・
意
見
を
伺
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
懇
談
会
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
要
望
、
主
な
意
見
な
ど
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
※
質
問
・
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
容
を
要
約
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
幌
加
内
自
治
区・

長
留
内
自
治
区

11
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
～

町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
者　

９
名

若
者
が
定
住
で
き
る
住
み
よ
い

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

除
雪
機
を
購
入
し
な
い
高
齢
者
等

が
除
雪
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合

の
補
助
に
つ
い
て

●
振
興
自
治
区

11
月
2
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～

振
興
会
館

参
加
者　
12
名

ル
オ
ン
ト
の
維
持
管
理
等
の

　
　
　
　
　
　改
善
に
つ
い
て

江
丹
別
峠
の
除
雪
と
嵐
山
の
分
岐

か
ら
鷹
栖
町
ま
で
の
間
の
除
雪
体

制
の
改
善
に
つ
い
て

●
母
子
里
自
治
区

11
月
7
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～

母
子
里
コ
ミ
セ
ン

参
加
者　
7
名

道
道
名
寄
遠
別
線
の
除
雪
格
差
の

改
善
及
び
緑
地
帯
の
整
備
に
つ
い
て
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帯
に
桜
の
木
を
植
え
た
が
、
全
然
管

理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
桜
が
折
れ
て
い

る
の
で
、
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長　
12
月
21
日
に
旭
川
開
発

建
設
部
に
対
し
、
改
善
要
望
を
実
施
。

委
託
先
の
除
雪
組
合
に
改
善
を
指
示

す
る
旨
、
ま
た
歩
道
に
つ
い
て
は
、

必
要
路
線
の
情
報
収
集
と
予
算
要
望

を
進
め
る
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
緑
地
帯
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
雪
解
け
後
に
現
地
確
認
を
し
て

検
討
す
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
内
に
あ
る

グ
リ
ル
ハ
ウ
ス
の
場
所
が
川
の
淵
の

た
め
、
増
水
す
る
と
水
が
付
く
こ
と

や
、
冬
の
雪
下
ろ
し
な
ど
維
持
管
理

が
大
変
不
便
な
の
で
、
移
動
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝
刈

り
に
つ
い
て
も
人
員
確
保
が
難
し
い
。

コ
ン
カ
フ
ェ
も
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

パ
ー
ク
に
来
て
く
れ
る
人
は
増
え
て

い
る
が
、
遊
歩
道
が
腐
食
し
て
お
り
、

道
路
も
水
害
で
削
ら
れ
て
入
れ
な
い

状
況
な
の
で
、
全
体
の
整
備
を
含
め

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

産
業
課
長　
グ
リ
ル
ハ
ウ
ス
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
現
地
確
認

が
出
来
な
い
た
め
、
雪
解
け
早
々
に

確
認
し
た
う
え
で
検
討
し
ま
す
。

　

全
体
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
か
ら
も
要
望
が
上
が
っ
て

お
り
、地
域
等
と
も
協
議
し
、草
刈
り

や
遊
歩
道
の
整
備
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
大
雨
が
降
っ
た
時
、
町
道
朱
鞠

内
南
一
丁
目
線
の
道
路
側
溝
が
増
水

し
て
溢
れ
る
の
で
、
改
善
し
て
欲
し

い
。

建
設
課
長　
雪
解
け
後
、
道
路
側
溝

の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
末
の
国
道
横
断
管
内
が

詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
旭
川
開
発

建
設
部
士
別
道
路
事
務
所
に
対
応
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
会
館
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
を

考
え
て
い
る
が
、
将
来
的
に
北
部
地

域
の
よ
う
に
近
隣
の
自
治
区
が
集
ま

れ
ば
、
コ
ミ
セ
ン
の
検
討
は
で
き
な

い
の
か
。

教
育
次
長
　会
館
は
、
社
会
教
育
法

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
発
意
し
、
相
互
に
協

力
し
合
っ
て
住
民
自
身
の
日
常
生
活

を
創
造
す
る
た
め
の
場
を
目
的
と
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
北
部
地
域
で
は
、
中
央
公
民
館
や

自
治
区
間
等
の
距
離
の
問
題
が
あ
り
、

文
化
的
生
活
の
中
心
と
し
て
の
役
割

を
持
つ
施
設
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
会
館
の
運
営
・
活
用
方

法
な
ど
、
地
域
内
（
自
治
区
）
で
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
維

持･
運
営
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆　

◆　

◆

Ｑ　
お
試
し
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
が
将
来
的
に
移
住
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
町
と
し
て
仕
事
の
斡
旋
や
就

業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
室
長　
お
試
し
住
宅
の
目

的
は
、
幌
加
内
町
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
的
に
こ
の
町
に
暮
ら
す
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

「
お
試
し
で
の
生
活
体
験
」
を
し
て

も
ら
う
施
設
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
の
中
に

は
、
定
年
後
を
田
舎
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
と
い
う
方
も
多
く
、
他
町

の
実
績
か
ら
も
実
際
に
は
田
舎
暮
ら

し
は
贅
沢
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
団
塊
世
代
が
圧

倒
的
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
移
住
＝

就
業
支
援
が
お
試
し
住
宅
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
と
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
移
住
に
対
す
る
個
々
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
移
住
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
お
り
、
お
試
し
住
宅
と
は

別
途
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
自
治
区
活
動
を
す
る
際
に
、
町

か
ら
の
補
助
金
だ
け
で
は
活
動
が
困

難
と
な
っ
て
お
り
、
個
人
負
担
が
増

え
て
い
く
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ

し
、
負
担
が
多
く
な
る
と
自
治
区
活

動
が
衰
退
し
て
し
ま
う
の
で
、
活
動

し
て
い
る
自
治
区
に
対
し
て
増
額
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　
区
長
手
当
は
、
各
自
治

区
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
も
の
の
、

概
ね
自
治
区
で
行
う
活
動
等
に
充
て

ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
治
区
及
び
町
内
会
で

行
う
「
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
」
へ
補

助
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

事
業
補
助
金
事
業
」
を
平
成
29
年
度

か
ら
新
設
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
、

そ
ち
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
既
存
の
「
自
治
区
活
動
交

付
金
」
は
、
平
成
29
年
度
増
額
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

降
雨
時
に
沢
の
水
が
溢
れ
、水
害

に
な
る
際
の
対
応
に
つ
い
て

●
上
幌
加
内
自
治
区

11
月
10
日（
木
）  

午
後
４
時
～

上
幌
加
内
会
館

参
加
者　
16
名

会
館
の
コ
ミ
セ
ン
化
へ
の

　
　
　
　
　
　検
討
に
つ
い
て

●
下
幌
加
内・沼
牛・

弥
運
内・新
成
生
自
治
区

11
月
25
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

沼
牛
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
者　
8
名

お
試
し
住
宅
入
居
者
へ
の

　
　
　
　就
業
支
援
に
つ
い
て

●
朱
鞠
内
自
治
区

11
月
8
日（
火
）  

午
後
6
時
～

朱
鞠
内
コ
ミ
セ
ン

参
加
者　
21
名

●
添
牛
内
自
治
区

11
月
25
日（
金
）  

午
後
6
時
～

添
牛
内
コ
ミ
セ
ン

参
加
者　
8
名

自
治
区
長
手
当
の
増
額
に
つ
い
て
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町功労章受章産業貢献章受章

町
功
労
者
・
産
業
貢
献
者
表
彰

　
平
成
₂₈
年
度
幌
加
内
町
功
労
者・幌
加
内
町
産
業
貢
献
者
表
彰
式
が
、

１
月
₁₉
日
︵
木
︶
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
﹁
住
民
研
修
室
﹂
で
行
わ
れ
、

町
勢
の
発
展
や
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
山
下
俊
明
氏
に
町
功

労
章
、
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
を
さ
れ
た
宇
野
利
明
氏
に
産
業
貢
献

章
が
細
川
町
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山下俊明氏（字朱鞠内）
　民生委員をはじめ、朱鞠内自治区長
など幾多の公職に就かれ、町勢の発展、
地方自治の振興機に寄与されました。

宇野俊明氏（字弥運内）
　永年にわたり農業に従事され、近
年はそばを生産し、その農業経営を
とおして、本町の産業に多大な貢献
をされました。
　当日は所用のため、欠席されまし
たが、町長より「大変難しい農業生
産に努められ、本町の農業発展の一
翼を担い、ご尽力、ご協力に大変感
謝しています。」とあいさつがあり
ました。

幌
加
内
町
成
人
式

　

１
月
８
日
（
日
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
え
る
に
お
い
て
、
幌

加
内
町
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
平
成
８
年
４
月
２

日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
10
名
が
対
象
と
な

り
、
当
日
は
男
性
３
名
、
女
性
２
名
の
計
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
よ
り
「
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
。
相

手
の
立
場
に
立
ち
、
思
い
や
り
の
あ
る
方
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
新
成
人
を
代
表
と
し
て
「
西
成
亜
姫
奈

（
あ
き
な
）」
さ
ん
が
「
一
人
ひ
と
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
夢
と
決
意
を
新
た
に
す
る

中
、
大
人
と
し
て
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
と
は

言
え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
こ
れ
か
ら

の
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
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百人一首に
チャレンジしよう！

　１月 16 日（月）、高齢者コミュニティセンター
で世代間交流の「百人一首にチャレンジしよう！」
が開催されました。
　老人クラブが主催となって開催された本イベント
に、小学生ら 15 人が参加。最初はとり札に書いて
ある文字に「わからな～い」と言っていた子ども達
も、おじいちゃん、おばあちゃんの優しい説明で次
第に覚えていき、最後の対戦では、読み手が札を歌
い読んでいる途中で、“ばん、ばん”と札を取れるよ
うになり、ニコニコしている子ども達の姿が、とても
印象的でした。

　１月 14 日（土）、双葉保育園でおゆうぎ会が開
催されました。
　宮川園長から「昨年より 2 回の延期がありまし
たが、本日やっと開催できることに、私も含め園児
たちも大変喜んでいるところです。園児たちのかわ
いい姿を最後までゆっくりご覧下さい」とあいさつ。
園児たちは、この日のために一生懸命練習してきた、
歌や踊り、和太鼓の演奏など、家族やたくさんのお
客さんに披露しました。

双葉保育園
　　～おゆうぎ会～

　１月８日（日）、消防庁舎前で、今年一
年の安全祈願と消防活動に対する士気高揚
のため、新春恒例の消防出初式が開催され
ました。
　式典では、町長より「昨年の火災件数は
一件でありましたが、気持ちを新たにして、
無火災日を積み重ねていくためにも、団員・
職員の皆様方には、より一層、火災予消防
の啓発運動に努めていただきますよう
お願いをする」とあいさつしました。
　その後、観閲や分団行進が行われ、
場所を町民センター大講堂に移し、消
防活動に御尽力された右記の方に表彰
状が授与されました。

消防出初式 ︻北海道知事】
勤続₃₀年　分　団　長　寺崎　嘉男
勤続₁₀年　班　　　長　渡来　正幸
︻幌加内町長︼
優良分団︵竿頭綬︶₂₈年無火災

　幌加内消防団第２分団
︻深川地区消防組合管理者】
勤続₄₀年　団　　　員　畑　　正男
︻北海道消防協会長】
特別功績章　団　　　員　畑　　正男
︻北海道消防協会空知地方支部長】
功績章（₃₅年）副団長　中村　雅義
勤続₂₅年　消防司令補　椋井　義友
勤続₁₅年　団　　　員　市川　春矢
　　　　　団　　　員　宮原　克弘
勤続５年　消　防　士　山谷　洋人
︻幌加内消防団長】
感謝状（₁₅年以上勤続団員配偶者）

　宮原　光恵
感謝状（一定の協力がある事業所等）

きたそらち農業協同組合
北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター森林圏ステーション
北管理部雨龍研究林母子里作業所
ＮＰＯ法人シュマリナイ湖ワール
ドセンター

︻幌加内町消防団後援会長】
勤続₁₀年感謝状

　後援会理事　小林　四郎
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児童・生徒　書き初め大会

親子３人が
　  剣道昇段審査に合格

　幌加内剣道連盟と幌加内町剣道スポーツ少
年団（番水一光会長）の『新年鏡開き・町
防犯協会協賛剣連会長杯剣道大会』が 11 日、
幌加内町農業活性化センターで開かれ会員ら
30 人が参加しました。
　開会では宮下卓久副会長が「今年もケガを
することなく、稽古を重ねて心も身体も強く
なりましょう」と挨拶。酉年の剣道少年団指
導者や選手ら４人が「えぃ！」という気合い
のかけ声とともに鏡もちに剣を一振りしまし
た。剣士が刀を振り下ろすたびに鏡餅には切
り込みが入り、参加者らは今年１年の健康を
願い、稽古の精進を誓っていました。
　この後、寒稽古と紅白試合が行われ初心者
から中学生までの選手たちが汗を流しました。
大会終了後には、今後１年の健康や試合での
活躍を願い、父母の会が用意した熱々のぜん
ざいや雑煮を味わい、中には、２杯、３杯と
おかわりする選手もいました。

「えいっ！」と気迫の一振り
～幌加内剣道連盟・剣道少年団鏡開き～

　１月 11 日（水）、生涯学習センターあえるにおいて、
毎年恒例の児童・生徒書き初め大会が開催され、小中
学生 36 人が参加しました。
　初めて筆を持つ 1 年生は、竹村講師から丁寧に筆
の持ち方から教えてもらい、普段使う鉛筆の持ち方と
の違いに苦戦しながらも、思い切って筆を使い、楽し
そうに書き初めをしている姿が印象的でした。
　なお、書き初め大会の各部門の入賞者は以下の通り
です。

　町内で農業を営む笠井正展さん（字政和第一）と長女の
未羽さん（旭川大高２年）、次男の広大君（幌加内中２年）
親子がこのほど、旭川市で開かれた剣道第一種審査会に挑
み正展さんと未羽さんが三段、広大君は二段に合格し、剣
道関係者からは「親子三人の同時合格は素晴らしい。」と
笠井さん親子の快挙に喜びの声を上げていました。
　正展さんは、未羽さんと広大君が剣道スポーツ少年団に
入団後、子供達の引率で毎回、道場を訪れていたところ、
指導者の勧めもあり 41 歳で初めて竹刀を握りその年のう
ちに１級を取得しました。
　その後は仕事の忙しさもあり、なかなか稽古に行く時間
を作れない時期もありましたが、子供達の頑張りに刺激を
受け、空き時間を見つけては道場に通い稽古に励み、３年
前に二段を取得、剣道少年団では指導者としても務めトー
タル８年間稽古を積み重ね三段審査に合格しました。
　未羽さんと広大君は、高校・中学校で剣道部に所属、日々
稽古に励んでいます。
　段位は、全日本剣道連盟が認定。学科試験の他、切り返
し・打ち込み稽古と、試合形式の互角稽古、日本剣道形の
実技試験で姿勢や基本動作の正確さが評価されます。　

　笠井さんは、「審査で
は緊張のあまり相手への
対応が必要な実技で苦し
みましたが、気迫で追い
込み、攻めてきた相手の
一瞬の隙を逃さず竹刀を
打ち込むように心掛けま
した。」と振り返ってい
ました。

●小学校低学年の部
優 秀 賞　森﨑優美子
佳　　作　北村　柚乃

●小学校中学年の部
優　　勝　新江　心和
佳　　作　野原　誠也

●小学校高学年の部
最優秀賞　坂本龍志郎
優 秀 賞　柏原　野乃
優 秀 賞　菅原　悠斗
佳　　作　竹村　現了

●中学生の部
最優秀賞　坂本　勇大
優 秀 賞　有働　　薫
優 秀 賞　竹村　正観
佳　　作　古屋樹里奈

佳　　作　林　あいか
佳　　作　藤田　芽依
佳　　作　新江　舞子
佳　　作　前野由香里
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幌加内高校が
またしても快挙！

タイ王国の絵本作家が
そば打ち体験！

Made in 北海道

　士別・和寒・剣淵・幌加内の１市３町で構成され
ている着地型観光推進協議会では、１月 20 日（金）
から 22 日（日）までの３日間、東京都港区にある
商業施設「アクアシティお台場」で開催中の「Made 
in 北海道」に出店し、幌加内町をはじめ、　各市町
の特産品を販売してきました。
　期間中、今後の観光推進に関するアンケート調査
を来場者に行い、各地域のゆるきゃら商品などをプ
レゼントして、好評を得ました。
　３月上旬には、道外から各地域を周るモニターツ
アーを予定しています。事務局担当者は、広域で行
うことにより、各地域の“いいとこどり”で魅力アッ
プにつなげたいと、期待を寄せています。

　２月３日（金）、節分の日にあわせて双葉保育園（宮
川恵秀園長）で、豆まきが行われました。
　赤鬼が登場すると、園内は泣き喚き、逃げ回る園
児たちで大パニック！それでも最初は恐る恐るだっ
た園児も次第に落花生を思いっきり投げながら勇敢
に反撃開始！退治された赤鬼は園内の奥へ。再び現
れた赤鬼はやさしい鬼になり、園児たちと握手を交
わして山へ戻っていきました。
 その後、年の数の豆を園児みんな一緒に食べました。

　「わが村は美しく－北海道」運動第８回コンクー
ルで、幌加内高校（広瀬之彦校長）が、優秀賞（北
海道開発局長表彰）に輝きました。
　平成 28 年３月よりコンクールの募集をはじめ、
各ブロックの現地調査、審査・選考。高校生が実際
の地域社会に関わり、地域の課題を認識し、高校生
の視点で何ができるのかを考えて、継続的に取り組
んでいる姿勢が評価されました。
　この運動は平成 13 年から２年に一度コンクール
を開催しており、今年で８回目となります。今コン
クールには、全道から 86 件（団体）の応募があり、
審査の結果、優れた活動として優秀賞 14 団体、奨
励賞 26 団体が表彰されました。

詳しい内容につきましては…
国土交通省　北海道開発局のホームページ

（http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/
wagamura/contest/award.html）
または、幌加内町ホームページの「最新のお知らせ」・
幌加内町フェイスブックをご覧下さい！

　２月２日（木）、１市３町観光協議会圏域訪問事
業で、タイ王国から観光誘客を図るため、北海道ス
マイルアンバサダーである「①タナチャイ・スンダ
ラヴェ氏（38 歳）」がタイ語の観光絵本制作のため、
幌加内町でそば打ち体験をしていただきました。ま
た妻でライターの「②ナヴィタ氏（41 歳）」と息子
で編集者の「③タイタン氏（9 歳）」も講師の坂本
氏の下でそば打ちに初挑戦いたしました。
　最後に打ち立てのそばを、町長、観光協会会長等
と囲んで食べ、幌加内町の魅力に触れていただく良
い機会となりました。
　なお、絵本の発刊は来年の年明けを予定している
ようです。

鬼は外～♪
　　　福は内～♪
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右から①、③、②、池内有里氏（通訳兼アテンド）、新江和夫
氏（役場産業課主幹）



　

病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
先

般
の
議
会
に
お
い
て
も
質
問
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

病
院
取
壊
し
に
要
す
る
財
源
確
保
の

た
め
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
、
医
師
住

宅
（
１
棟
１
戸
）
の
建
設
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
は
従
前
の
町
づ

く
り
計
画
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
時
代
に
即
し
た
使
い
方

を
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
中
央
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
を
取
り
壊
し
た
場
合
の
「
学
童

保
育
」「
そ
ば
道
場
」「
葬
祭
場
」
等
の

機
能
や
、同
じ
く
老
朽
化
し
て
い
る「
高

齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
課
題
も
含
め
、
将
来
に
わ
た
る
町

民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
必
然
的
に
多

岐
に
わ
た
る
機
能
を
有
し
た
施
設
に
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ご
質
問
に
あ
る
、
町
民
が
気
軽
に
集

え
る
サ
ロ
ン
的
な
機
能
を
有
し
た
施
設

要
望
も
多
く
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

病
院
再
編
と
い
う
大
き
な
課
題
を
乗

り
越
え
た
あ
と
の
利
便
性
の
高
い
有
効

な
町
有
地
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
賜
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

手
紙

町
長
へ
の
手
紙　

第
７
回
手
紙
内
容
紹
介

お
答
え

　民生委員・児童委員は、民生委員法に基づき、社会奉仕の精神をもって、地域住民の皆さんの生活の安定を目
指すことを主な任務として設けられています。
　また、町や社会福祉協議会が進めている福祉サービスへの協力や支援、住民への情報提供を行っています。
　このほど、各関係機関の団体の長などで構成されている民生委員児童委員推薦会の推薦を経て改選が行わ
れ、平成28年12月１日付けで14名の委員が厚生労働大臣から委嘱されました。
　今回の改正では、３人が任期満了により退任され、11人が再任、３人が新任として委嘱されました。任期は平
成31年11月30日までの３年間です。
　各委員の担当地区等は以下のとおりです。
※相談された内容など、個人の秘密は固く守られますので、各担当地区の民生委員・児童委員にお気軽にご相

談ください。

あなたの地区の相談役　民生委員・児童委員が改選されました

市川　喜春
下幌加内
新成生

中西　久美子
清月・駅前

北町・大通 1

水上　尚澄
沼牛・弥運内

花岡　美智子
東栄・振興
上幌加内

篠原　紀代枝
平和・親煙

長留内

笠井　マリ子
政和

北村　和子
緑ヶ丘・みずほ

山下　俊明
添牛内

朱鞠内南

椋井　巴麿子
大通 4・南 6

宮原　光恵
朱鞠内北
母子里

藤野　勝正
南４・南５

森﨑　まりこ
主任児童委員

能代　義秀
南 2・南 3

大通 2

堺　征子
主任児童委員

病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
住
民
が
屋
内
で
閉
じ
こ
も
り
遊
び
に

行
く
と
こ
ろ
も
な
い
し
、
毎
日
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
と
認
知
症

に
な
り
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
が
毎
日
、
人
と
人
と
の
交
流
が

で
き
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

等
、
運
動
も
兼
ね
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
施
設
が
出
来
る
と
誰
も
が
健
康
に

良
い
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
考

え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ

の
町
に
も
自
由
に
入
っ
て
人
と
人
の
交

流
の
場
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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双葉保育園の入所募集 ～弁護士が無料で
相談をお受けします～　平成 29 年 4 月から、双葉保育園に入所を希望

する園児を募集致します。
　新規で入所を希望される場合は「アルク」しあ
わせ福祉係で申請書を受け取り、必要事項を記入
のうえ、期日までに提出してください。
　また、現在双葉保育園に入所されている園児が、
継続して入所する場合にも申請書の提出が必要と
なりますので、忘れず保育園に提出してください。
　なお、保育の要件に該当しないと判断される場
合は、入所が認められないことがありますので、
ご了承ください。

【申　込　期　限】
平成 29 年 2 月 28 日（火）まで

【申　込　場　所】
現在入所中で継続する場合…双葉保育園
新たに入所を希望する場合…保健福祉課

【お問い合わせ先】
保健福祉課しあわせ福祉係
TEL　0165-35-3090

　旭川弁護士会所属　川上総合法律事務所
の弁護士による「無料法律相談」が次のと
おり実施されます。
　弁護士と顔を合わせて、問題やトラブル
など日頃抱えている悩みを無料で相談でき
る有用な機会ですので是非ご利用くださ
い。
　なお、ご相談を希望される方は、事前に
お申し込みください。
 

　【日　時】　平成 29 年 3 月 22日（水） 
　　　　　　　　　　13 時～ 16 時

【会　場】　中央公民館 2 階　
「第 1 研修室」

【申込先】　総務課庶務係　
（電話）0165-35-2121

 　　　　　又は　川上総合法律事務所
（電話）0166-73-3490

ほろかない　冬あそび　スタンプラリーほろかない　冬あそび　スタンプラリー
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　現在、幌加内町から町民の皆様が受診する際に、人間ドック料金を、幌加内町民向けに通常料
金より安価で受診出来る医療機関が２箇所あります（申込みの際には、医療機関にその旨をお伝
えください）。

医療機関名
１　旭川市「吉田病院」　　

住　　所／旭川市４条西４丁目 　　　電　　話／ 0166-23-0685　
通常料金／４１，０４０円　　幌加内町民料金　３６，７２０円（税込み）　
月曜日から土曜日まで受診できます。お申込みは、個人でお願いします。
その他に 4 月～ 10 月末までの間であれば、申込みの際に送迎希望をすれば、一人からでも
送迎をしてくれます。出発は７時 30 分（役場前を予定）　帰りは 14 時ないし 15 時に幌加
内まで送ってくれます。また、ＣＡ 125- 卵巣がん又はＣＡ 19-9 すい臓がんの腫瘍マーカー
検査が選べます。（無料）

２　旭川市「旭川厚生病院」　　
住　　所／旭川市１条通 24 丁目 111 番地 3  電　　話／ 0166-33-7171　
通常料金／４３，２００円　　幌加内町民料金　３７，８００円（税込み）　
月曜日から土曜日まで受診できます。お申込みは、個人でお願いします。
＊不明な点のお問い合わせは、保健福祉課　電話　35-3090 までお願いします。

旭川市での人間ドック受診について

　幌加内町に住所を有する 35歳以上の方を対象に、人間ドック費用の一部を助成しております。

【助 成 額】　人間ドック受診料のうち 20,000 円を限度に助成します。
※助成は年度内（平成 28年度ならＨ28年４月～Ｈ29年３月まで）に受診した分

の１回のみです。
※各種の健康保険から人間ドック受診に係る費用負担を受けた場合は、これを差し

引いた額になります。費用負担額について不明な場合は、受診先の医療機関等に
確認させていただく場合もございますので、ご了承ください。

【申請方法】　人間ドックを受診した際に、一度医療機関で支払いをしていただいてから、役場の
窓口で払い戻しの申請をする必要があります。

（必要書類）
　① 人間ドックにかかった費用の領収書
　② 各種健康保険から人間ドックに係る助成を
　　 受けた場合には、 助成額がわかる証明書
　③ 人間ドック健診データの写し
　④ 印鑑
　⑤ 振込先の金融機関がわかる書類（通帳等）
（申請窓口）
　① 幌加内町国民健康保険の被保険者及び後期高齢者医療保険被保険者の方
　 　　　　　　→　役　場　住　民　課　　　電話　35-2124
　② ①以外の方→　アルク　保健福祉課　　　電話　35-3090

人間ドック受診助成事業について

平成28年度の申請についての注意
平成29年３月までに受診された方は、平成29年４月14日（金）までに忘れず
に申請してください。

町で実施する健診
（集団検診、送迎
バス健診）を受け
られた場合は、人
間ドック助成は利
用できませんので
ご注意ください。
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～高等学校生徒下宿費等補助事業～
　幌加内町外の高等学校へ入学又は在学する生徒・保護者の経済的負担軽減を図り、修学機会を確保すること
を目的として、下宿等に係る費用の一部を助成いたします。（下宿とは、下宿・アパート・寮のことを言います。）

【助 成 対 象 者】　町外の高等学校へ入学又は、在学している者で下宿の費用を負担し生計を
一にする親族（生徒同士で居住している場合はどちらか一人の親族）

　【補 助 金 の 額】　下宿の費用が、月額３万円を超える場合に、生徒一人につき月額１万円を
助成（最大12万円 / 年を助成）

　【対象外となる場合】　１　下宿の費用が３万円に満たない場合
　　　　　　　　　　２　下宿の入居が連続して１ヶ月に満たない場合
　　　　　　　　　　３　下宿に親族が居住している場合
　　　　　　　　　　４　生計を一つにする親族に公租公課を滞納している者がいる場合
　　　　　　　　　　５　国、北海道、他の市町村から下宿費の費用に係る助成を受けている場合
　【申請に必要なもの】　印鑑、下宿の契約書の写し及び領収書等の写し、助成金の振込先が分かる

もの
　【留 　 意 　 事 　 項】　１　平成29年３月 31 日までに申請をお願いします。
　　　　　　　　　　２　助成金のお支払いは、下宿費等の領収の確認後となります。
　　　　　　　　　　３　高等専門学校及び特別支援学校高等部の対象者は、第３学年までとし

　　ます。
　【お 問 い 合 わ せ 先】　幌加内町教育委員会　学務課　TEL35-2177 まで

　幌加内町では、高等学校以上の学校に入学又は在学し、奨学金を必要とする生徒・学生に対
して奨学資金を貸与しています。（保護者が本町に在住していることなどの資格要件があります）
　平成 29 年度からの貸与を希望される方は、申請書に必要書類を添付のうえ、申込みしてく
ださい。
　申請書類等は教育委員会の窓口にて配布いたします。
　なお、奨学生及び貸与額については、奨学資金審議会にて審査し決定します。
　（受付期間）　平成 29 年３月１日（水）～４月３日（月）
　
 【お問い合せ・申込み先】　　 　教 育 委 員 会 学 務 課

平成29年度幌加内町奨学資金
　　　貸付制度のご案内について
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　平成 25 年４月より定期予防接種となった子宮頸がん予防ワクチンですが、現在国の方針で、「子
宮頸がん予防ワクチンについての個別通知などの積極的な勧奨を控えている」状況です。そのため、
積極的に接種勧奨は行っておりませんが、接種を中止するものではありませんので、対象者となる
方が接種を希望すれば、接種をすることは可能です。
　接種を希望される方は、ワクチンの有効性と接種による副反応等のリスクを理解した上、しっか
りとご家族で判断し医師と相談してから受けられますようによろしくお願いします。
＊対象者：12 歳となる日に属する年度の初日から 16 歳となる日の属する年度の末日までの間にあ

る女子
＊子宮頸がん予防ワクチンに関する情報につきましては、厚生労働省のホームページ（http://

www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/）に掲載しておりますの
で、詳しくはそちらを参照ください。ワクチン接種に関する相談等は保健福祉課（TEL：35-
3090）までお問い合わせください。

子宮頸がんワクチンの予防接種について
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　麺以外のそばの新たな食べ方・楽しみ方を皆さまにご提案するべくそば粉等活用料理講習会を
開催いたします。
　開催４年目となる本年は、講師にホテルポールスター札幌の総料理長藤田伸幸様をお迎えし、
プロが考案する、家庭でも簡単にできる調理方法をご提供いたします。
　受講を希望される方は、３月 10 日（金）までに直接又は、電話にてお申込みください。

●そば粉活用料理講習会
　開催日時／平成 29 年３月 15 日（水）
　　　　　　　　　18：00 ～ 20：30（17：45 受付開始）
　場　　所／幌加内町生涯学習センターあえる 97
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クッキングルーム」
　持 ち 物／エプロン・バンダナ
　申 込 先／地域振興室　（担当：飯沼）　TEL：35-2121

※会場の都合により、定員に達しましたら受講をお断りさせていた
だく場合がございますので、ご了承くださいますようお願い申し
あげます。

※参加される方が高校生以下の場合、保護者同伴で参加可

そば粉等活用料理講習会が開催されます

平成 29年度予備自衛官補募集案内

お問い合わせ先
自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊

（0166-54-5617）又は役場窓口まで

●予備自衛官補（一般）
資　　格：平成 29 年 7 月 1 日現在、日本国籍を有する 18 歳以上 34 歳未満の者
受付期間：平成29年1月8日（日）～3月24日（金）
試験期日：平成29年4月14日（金）～18日（火）
　　　　　いずれか 1 日
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地

そば粉等活用料理講習会が開催されます
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　北海道大学及び札幌医科大学では、各大学が保管しているアイヌ民族のご遺骨等のうち、身元の
判明したご遺骨をお返しする手続きを開始いたしました。
　本件に関し、お心当たりのご遺族の方は、各大学の担当窓口までお問い合わせをお願いいたします。
　また、一体のご遺骨等について、複数のご遺族からの返還のお申し出がある場合も考えられます
ことから、一番初めにお申し出いただいた方の手続きが行われてから、一年の間、他の方からの返
還のお申し出をお受けいたします。（現在公開しておりますご遺骨等には、既に返還のお申し出をいた
だいているものがございます。）
　手続きや身元が判明したご遺骨等の情報など、詳しくは、各大学のホームページをご確認いただく
か、または各大学の問合せ窓口までお問い合わせをお願いいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　問合せ窓口　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

北海道大学アイヌ遺骨返還室
　TEL　０１２０－６２２－２７７
　HP　  http://www.hokudai.ac.jp/news/2016/09/post-411.html
札幌医科大学事務局総務課
　TEL　０１２０－３６１－１１５
　HP　  http://web.sapmed.ac.jp/jp/smu-ainu.html

個人番号（マイナンバー）
カードのご案内

交付手数料は現在無料です。
ぜひこの機会に、申請お願いします。

※マイナンバーカードはこんなとき便
利です !!

１．個人番号を証明す
る書類として

２．本人確認の際の身
分証明書として

３．確定申告のオンラ
イン申請として

士別警察署かわら版
～冬道での交通事故防止～

　　　○ストップ・ザ・交通事故○　　　
　凍結路面等におけるスリップ事故や吹雪に
よる視界不良を伴う多重事故などの冬型事故
が多発することが予想されます。
　冬道の運転には十分に気を付けましょう。
　  ■サイバーセキュリティの向上■
　士別署管内でもネット犯罪の被害相談が増えています。
　サイバー空間での被害防止は自己防衛が基本ですが、もしも
被害に遭った場合には警察や関係機関へ速やかに相談しましょ
う。

士別警察署　㈹0165－23－0110

アイヌ民族の遺骨の返還に関するお知らせ

　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者として石綿ばく露作業に従事していたことが原
因であると認められた場合には、労災保険法に基づく各種の労災保険給付や石綿救済法に基づ
く特別遺族給付金が支給されます。
　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い年月を経て発症することが大きな特徴です。
　中皮腫などでお亡くなりになられた方が、過去に石綿業務に従事されていた場合には、労災
保険給付等の支給対象となる可能性がありますので、最寄りの都道府県労働局又は労働基準監
督署にご相談ください。

中皮腫や肺がんなど、石綿による疾病の補償・救済について中皮腫や肺がんなど、石綿による疾病の補償・救済について
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自動車税の住所変更をお忘れなく
　自動車税は、4 月 1 日現在の登録に
基づいて課税される税金です。
　■引っ越しで住所が変わったときなど

は、運輸支局で変更登録をしてくだ
さい。

　次の場合は運輸支局で登録手続きが
必要です。
・住所が変わったとき（変更登録）
・自動車を売買したとき
 （移転登録）
・自動車を使用しなくなったとき
 （抹消登録）

　　平成 29 年度の自動車税納税通知書
を確実にお届けするために、3 月中に
手続きをお願いします。
　■変更登録が間に合わないときは…
　札幌道税事務所にご連絡いただく
か、道税ホームページから自動車税の
住所変更手続きが可能です。

【お問い合わせ先】
札幌道税事務所自動車税部
TEL　011-746-1197
URL　http://www.pref.hokkaido.lg.
　　　jp/sm/zim/address/index.htm

交通事故の援護制度
　交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制度があります
ので、ご利用ください。
　【交通遺児等育成資金貸付（無利子）】
□対象　自動車（バイク含む）事故により保護者の方が亡くな

られたり、重い後遺障害を残すこととなったご家庭のお子様
で、0 歳から中学卒業まで

□貸付金額　一人につき最初一時金 15 万 5 千円、以降月額 2
万円又は 1 万円（選択制）、小・中学校入学時に入学支度金
4 万 4 千円

□返還方法　貸付終了後、原則として 20 年以内の月々均等払
いにより返還

□その他　高校、大学等に在学中は返還猶予が可能です
　【重度後遺障害者介護料支給】
□対象　自動車（バイク含む）事故により、脳、脊髄、または

胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時の介護を必要とす
る方で一定の要件に該当する方（自損・他損は問いません）

□支給額　月額 29,290 円～ 136,880 円の範囲で、障害の程
度や介護費用の支出に応じて支給

　※「短期入院」費用も別途支給
□注意　介護保険サービス、労災の介護給付等との併用はでき

ません

◆お申し込み・お問い合わせ先
　独立行政法人　自動車事故対策機構　旭川支店
　TEL　0166-40-0111

１　自動車税の減免申請に、申請期限が設けられました。
　減免申請は、次の申請期限までに行う必要があります。

※使用状況等に変更がない場合は、2 年目以降の申請
は不要です。

２　自動車税の課税免除を受けている方は、減免とし
て継続されます。

　　課税免除を受けている方で、使用状況等に変更が
ない場合は、減免として継続されますので、減免の
申請手続は不要です。詳しくは、平成 29 年 5 月に
送付する減免通知書でお知らせします。

3　自動車を入れ替えたときの適用時期が変わり
ます。

　　年税額単位で減免となりますので、自動車を
入れ替えた場合は、その年度は旧車が 1 年分減
免され、新車は翌年度から年税額を減免されま
す。ただし、減免替えの特例があります。

４　現況確認書の送付時期が変わります。
　　車検月の 2 ヶ月前に現況確認書を送付（納税

証明書も同封）しますので、使用状況等を記載
して必ず提出してください。

【申請手続についての問い合わせ先】
札幌道税事務所自動車税部　自動車税課税課
　TEL　011-746-1194
※最寄りの総合振興局、振興局及び道税事務所でも
受け付けています。
～詳しくは、道税ホームページをご覧ください～
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/
index.htm

平成29年4月1日から身体に障がいのある方のために使用する
自動車の自動車税軽減制度が変わります。
平成29年4月から自動車税の課税免除制度が減免制度に変更になります。主な変更点は、次のとおりです。

区　　分 申請期限

自動車取得税 自動車の登録日の2ヵ月後

自
動
車
税

４月１日に減免要件に
該当している方

自動車税納税通知書の納期
限（5月31日）

年度の途中で減免要件
に該当する方

減免要件に該当することに
なった日の2ヵ月後

減免自動車を入れ替える方 自動車の登録日の2ヵ月後
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　平成 28年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の受付が２月 16日（木）から始
まります。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告の受付は３月 15日（水）、消費税及び地方消費
税（個人事業者）の確定申告の受付は３月 31日（金）までです。
　確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引き」などを参考にご自分で作
成し、お早めに提出してください。
　また、確定申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書
等作成コーナー」で簡単に作成することができます。
　作成した確定申告書は、そのまま e-Tax で送信できるほか、印刷して郵送等により提
出することもできます。
　なお、郵送等により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒 078 － 8507）
を記載し、「申告書等集中処理担当部署」宛て送付してください。
　税務署の申告会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及
び印鑑をご持参ください（前年、税務署などの申告会場でパソコンを利用して申告され
た方で、「確定申告のお知らせ」が届いている方はそのお知らせも持参してください）。
　なお、平成 28年分の申告書からはマイナンバーの記載が義務付けられましたので、
マイナンバーカード又は通知カードなどマイナンバーを確認できる書類及び運転免許証、
公的医療保険の被保険者証、パスポート、身体障害者手帳、在留カードなどの身元確認
が可能なものを提示もしくは写しの添付が必要となります。
　詳しくは、深川税務署（TEL0164-23-2191）へおたずねください。
　なお、税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っ
ておりませんので、ご注意ください。

　献血は、輸血を必要としている患者さんに使用されて、初め
て献血者の善意が生きてくるものです。現在、輸血用の血液製
剤はすべて皆さんの献血血液で確保され、尊い生命が救われて
います。
　しかし、医療技術が進んだ現在でも、輸血によって副作用の
発生が見られることがあります。治療の際に 800㎖の輸血を
必要とする場合、200㎖献血では４人分の血液が必要ですが、
400㎖献血では２人分の血液で間に合います。
　これによって輸血で起こる副作用などを大幅に減少させるこ
とができ、治療効果の高い、より安全な輸血が期待できます。
大切な生命を守るため、400㎖献血にご協力をお願いします。
　平成 23 年４月１日から、男性の 400㎖献血が可能となる
年齢が「18 歳」から「17 歳」に引き下げられました。また、
男性の血小板成分献血が可能な年齢が「54 歳」から「69 歳」
に引き上げられました。
　なお、患者さんに、より安全な血液製剤を供給するため、エ
イズの検査を目的とした献血はお断りしています。
　詳しくは、最寄りの血液センター、保健所、または幌加内町
役場へお問い合わせください。

　「事業場内最低賃金（800 円
未満）の 40 円以上の引上げ」
と「労働能率向上のための業務
改善」を併せて行った中小企
業へ、業務改善に要した費用
の 1/2（30 人以下の事業場は
3/4）を助成します。（上限額
あり）
　詳しくは厚生労働省北海道労
働局賃金課へお尋ねください。

TEL：011-709-2311
（内線 3534）

【確定申告書は、自分で作成して、お早めに！】

400㎖献血にご協力ください業務改善
助成金の
お知らせ

【確定申告書は、自分で作成して、お早めに！】【確定申告書は、自分で作成して、お早めに！】
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　毎年、沿道建物等からの落氷雪による死傷事故が多く発生しています。皆さん
も、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期の通行を円滑にし、
事故を無くすため、特に、次のことに注意するようにお願いいたします。

◆ 落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、雪止めを設置
するようにしてください。

◆ 既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等の錆、老朽化等による
破損が原因で落氷雪事故が発生することもあるため、必ず点検し、破損等が
発見された際は早急に修繕するようにしてください。

◆ 落氷雪事故は、気温がマイナス３からプラス３程度のときに発生しやすいと
いう特徴があるため、早めに除雪するとともに、除雪の際には、歩行者や遊
んでいる子供等に十分注意するようにしてください。

◆ 落氷雪があった場合は、直ちに事故がないか確認するとともに、歩行者の通
行の支障にならないように排除してください。

◆ 交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路
に出さないようにしてください。

◆ 軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにしてくださ
い。

◆軒下や道路では、絶対に子供を遊ばせないようにしてください。
◆ ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、早め

に付着した氷雪の除去を行うようにしてください。
また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにして
ください。

屋根からの落氷雪事故防止などのお願い

北海道開発局　　　各 市 町 村
北　 海 　道　　　北海道警察

国道についてのお問合せ先

旭川開発建設部公物管理課　　　　旭川市宮前1条3丁目3番15号　　TEL0166-32-1498
旭川開発建設部旭川道路事務所　　旭川市神楽1条6丁目　　　　　　TEL0166-61-0136
旭川開発建設部士別道路事務所　　士別市大通西15丁目3142番地31　TEL0165-23-3146
旭川開発建設部富良野道路事務所　富良野市字西扇山1番地　　　　TEL0167-23-3171
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こんなときには届出が必要です
　国民年金は、日本に住む 20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入し
なければなりません。届出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変
わったときにも必要です。もし、届出されなかった場合、年金額が少な
くなったり受け取れない場合もありますので必ず届出をしましょう。

◎第３号被保険者の届出
　第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶養されている20歳以上60
歳未満の配偶者は、第３号被保険者として国民年金に加入することになり、加入手続きは、第２
号被保険者の勤務先を経由して行うことになります。
　なお、国民年金保険料は、第２号被保険者の加入している年金制度が負担しますので、ご自分
で納める必要はありません。
※第３号被保険者に該当したときの届出以外に、第２号被保険者が転職や退職したとき、住所に

変更があったときにも届出が必要です。

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届　出　先
20歳になったとき

（厚生年金や共済年金加
入者を除く）

第１号被保険者となります。 ・印鑑
（本人自署の場合は不要）

住所地の市区町村

退職したとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

第２号被保険者から第１号被
保険者になります。
（第３号被保険者に該当する
場合を除く）

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

住所地の市区町村

配偶者に扶養されていた
が、配偶者が厚生年金
や共済年金を辞めたとき

第 3号被保険者から第 1号
被保険者へ

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

住所地の市区町村

こ　ん　な　と　き 被保険者種別 届出先
・配偶者である第2号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第2号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第2号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第2号被保険者が65歳になったとき

第 3号→第 1号 住所地の市町村

・本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金や共済組合
　に加入したとき

第 3号→第 2号 勤務先

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金制度
　が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

第 3号→第 3号
（種別は変わりませ
んが届出は必要）

第 2号被保険者の
勤務先

・本人の住所が変わったとき 　　　　　　　 第 2号被保険者の
勤務先
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11
月
２
日　
川
島　
清
子　
様
（
岐
阜
県
）

11
月
２
日　
大
野　
晴
広　
様
（
岐
阜
県
）

11
月
３
日　
皆
尾　
公
司　
様
（
岡
山
県
）

11
月
３
日　
円
満
堂
修
治　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
３
日　
髙
橋　
　
光　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
３
日　
泉　
　
剛
生　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
４
日　
齋
藤　
典
行　
様
（
千
葉
県
）

11
月
４
日　
森
谷　
　
實　
様
（
埼
玉
県
）

11
月
５
日　
佐
々
木　
潔　
様
（
札
幌
市
）

11
月
５
日　
八
木　
成
徳　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
５
日　
村
野　
　
誠　
様
（
埼
玉
県
）

11
月
６
日　
伊
達　
一
重　
様
（
滋
賀
県
）

11
月
６
日　
早
坂　
研
吾　
様
（
東
京
都
）

11
月
６
日　
西
山
紀
久
雄　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
７
日　
河
村　
秀
康　
様
（
広
島
県
）

11
月
７
日　
山
本
浩
一
郎　
様
（
長
野
県
）

11
月
８
日　
茂
庭
聡
一
郎　
様
（
当
別
町
）

11
月
10
日　
浅
本　
泰
正　
様
（
広
島
県
）

11
月
13
日　
森
永
浩
太
郎　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
13
日　
鶴
谷　
佳
朗　
様
（
千
葉
県
）

11
月
13
日　
松
坂　
勝
雄　
様
（
京
都
府
）

11
月
14
日　
相
馬　
　
勉　
様
（
旭
川
市
）

11
月
15
日　
半
澤　
卓
朗　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
16
日　
舛
井　
康
成　
様
（
東
京
都
）

11
月
16
日　
佐
藤　
　
稔　
様
（
旭
川
市
）

11
月
17
日　
大
久
保
裕
雄　
様
（
埼
玉
県
）

11
月
18
日　
山
崎　
治
男　
様
（
愛
知
県
）

11
月
18
日　
嶋
木　
正
一　
様
（
池
田
町
）

11
月
19
日　
朝
田　
徳
夫　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
20
日　
平
野　
栄
二　
様
（
大
阪
府
）

11
月
20
日　
平
見　
　
希　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
20
日　
富
永　
英
夫　
様
（
栃
木
県
）

11
月
20
日　
橋
本　
　
亨　
様
（
千
葉
県
）

11
月
21
日　
小
林　
　
晃　
様
（
群
馬
県
）

11
月
21
日　
粕
谷　
雅
敏　
様
（
千
葉
県
）

11
月
22
日　
増
田　
信
弘　
様
（
京
都
府
）

11
月
22
日　
古
川　
孝
義　
様
（
福
島
県
）

11
月
23
日　
三
戸　
知
史　
様
（
旭
川
市
）

11
月
25
日　
平
田　
義
和　
様
（
大
空
町
）

11
月
25
日　
林　
　
則
隆　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
26
日　
前
田　
康
秀　
様
（
京
都
府
）

11
月
27
日　
高
野　
敦
史　
様
（
東
京
都
）

11
月
27
日　
倉
岡　
研
一　
様
（
神
奈
川
県
）

11
月
27
日　
辻
本　
貴
志　
様
（
大
阪
府
）

11
月
29
日　
平
田　
一
郎　
様
（
埼
玉
県
）

11
月
29
日　
岡
田　
　
哲　
様
（
兵
庫
県
）

11
月
30
日　
中
込　
幸
一　
様
（
山
梨
県
）

11
月
30
日　
橋
本　
　
亨　
様
（
千
葉
県
）

11
月
30
日　
川
島　
武
久　
様
（
東
京
都
）

11
月
30
日　
千
賀　
信
次　
様
（
三
重
県
）

12
月
１
日　
小
瀬　
正
稔　
様
（
岐
阜
県
）

12
月
１
日　
高
尾　
幸
宏　
様
（
福
岡
県
）

12
月
１
日　
臂　
　
千
年　
様
（
広
島
県
）

12
月
３
日　
小
山
田
佳
裕　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
３
日　
堀
田　
　
望　
様
（
東
京
都
）

12
月
４
日　
横
山　
明
美　
様
（
長
野
県
）

12
月
５
日　
中
澤　
弘
允　
様
（
千
葉
県
）

12
月
５
日　
少
数　
　
弘　
様
（
旭
川
市
）

12
月
５
日　
西
村　
恭
人　
様
（
札
幌
市
）

12
月
６
日　
沼
田　
好
明　
様
（
東
京
都
）

12
月
６
日　
佐
々
木
英
典　
様
（
札
幌
市
）

12
月
７
日　
前
野　
博
幸　
様
（
日
高
町
）

12
月
７
日　
金
田　
祥
二　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
８
日　
保
母　
直
樹　
様
（
愛
知
県
）

12
月
９
日　
粂
原　
　
忍　
様
（
東
京
都
）

12
月
９
日　
丸
山　
　
哲　
様
（
和
歌
山
県
）

12
月
９
日　
山
内　
博
子　
様
（
大
阪
府
）

12
月
９
日　
岡
本　
陽
一　
様
（
京
都
府
）

12
月
10
日　
佐
藤　
元
則　
様
（
長
野
県
）

12
月
10
日　
小
林　
千
鶴　
様
（
東
京
都
）

12
月
10
日　
西　
　
洋
志　
様
（
鹿
児
島
県
）

12
月
10
日　
鮫
島　
秀
一　
様
（
福
岡
県
）

12
月
11
日　
星　
恵
美
子　
様
（
札
幌
市
）

12
月
11
日　
高
崎　
健
靖　
様
（
東
京
都
）

12
月
11
日　
横
山　
洋
子　
様
（
千
葉
県
）

12
月
11
日　
倉
田　
紗
希　
様
（
大
阪
府
）

12
月
11
日　
柳
内　
幹
王　
様
（
千
葉
県
）

12
月
11
日　
福
島　
淳
二　
様
（
東
京
都
）

12
月
11
日　
深
堀
あ
す
み　
様
（
千
葉
県
）

12
月
11
日　
菅
谷　
裕
行　
様
（
千
葉
県
）

12
月
11
日　
日
比
野　
大　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
12
日　
中
戸
隆
一
郎　
様
（
東
京
都
）

12
月
12
日　
大
丸　
重
徳　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
12
日　
渕
上　
綾
子　
様
（
札
幌
市
）

12
月
12
日　
高
橋　
雄
飛　
様
（
東
京
都
）

12
月
12
日　
和
田　
大
人　
様
（
網
走
市
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

　
◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆
　
　〜 

11
月
＆
12
月
分
の
寄
付
申
出
状
況 

〜

11
月
・
12
月
分
の
申
出
状
況
は
︽
４
１
６
件
︾
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
幌
加
内
町
の
力
に
な
り
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
広
報
掲
載
希
望
者
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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12
月
12
日　
日
置　
隆
行　
様
（
東
京
都
）

12
月
13
日　
石
垣　
淳
博　
様
（
札
幌
市
）

12
月
13
日　
数
原　
幸
平　
様
（
大
阪
府
）

12
月
13
日　
足
立　
章
代　
様
（
京
都
府
）

12
月
13
日　
武
政　
栄
作　
様
（
岡
山
県
）

12
月
13
日　
清
水　
博
史　
様
（
千
葉
県
）

12
月
13
日　
菊
岡
健
太
郎　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
14
日　
小
川　
裕
和　
様
（
京
都
府
）

12
月
14
日　
大
矢　
博
史　
様
（
東
京
都
）

12
月
14
日　
鈴
木　
康
之　
様
（
福
岡
県
）

12
月
14
日　
片
岡　
　
安　
様
（
東
京
都
）

12
月
14
日　
三
上　
敦
史　
様
（
札
幌
市
）

12
月
14
日　
椎
名　
修
一　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
14
日　
小
倉　
　
敬　
様
（
東
京
都
）

12
月
14
日　
田
中　
一
秋　
様
（
札
幌
市
）

12
月
14
日　
根
本　
貴
弘　
様
（
東
京
都
）

12
月
15
日　
毛
受　
慎
悟　
様
（
愛
知
県
）

12
月
15
日　
橋
本　
　
健　
様
（
滋
賀
県
）

12
月
15
日　
平
木　
孝
幸　
様
（
東
京
都
）

12
月
15
日　
鈴
木　
修
一　
様
（
宮
城
県
）

12
月
15
日　
高
橋　
正
彦　
様
（
香
川
県
）

12
月
15
日　
楢
崎　
光
雄　
様
（
大
阪
府
）

12
月
16
日　
立
河　
一
豊　
様
（
東
京
都
）

12
月
16
日　
山
田　
　
誠　
様
（
千
葉
県
）

12
月
16
日　
山
本
規
志
子　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
16
日　
中
西　
桃
子　
様
（
兵
庫
県
）

12
月
17
日　
市
田　
明
久　
様
（
大
阪
府
）

12
月
17
日　
橋
本　
　
亨　
様
（
千
葉
県
）

12
月
17
日　
牟
田
由
宇
子　
様
（
福
岡
県
）

12
月
17
日　
永
田　
一
也　
様
（
東
京
都
）

12
月
17
日　
加
藤　
康
博　
様
（
埼
玉
県
）

12
月
17
日　
増
子　
敬
恭　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
17
日　
大
沢　
光
夫　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
17
日　
工
藤　
勝
利　
様
（
羅
臼
町
）

12
月
18
日　
堀　
　
雅
尚　
様
（
東
京
都
）

12
月
18
日　
や
ま
し
た
よ
し
き　
様
（
千
葉
県
）

12
月
18
日　
柳
井　
　
稔　
様
（
埼
玉
県
）

12
月
18
日　
中
野　
裕
一　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
18
日　
石
橋　
宣
道　
様
（
東
京
都
）

12
月
18
日　
木
村　
敬
二　
様
（
東
京
都
）

12
月
19
日　
齊
藤　
源
也　
様
（
東
京
都
）

12
月
19
日　
岡
本
耕
太
郎　
様
（
札
幌
市
）

12
月
19
日　
池
田　
昌
宏　
様
（
東
京
都
）

12
月
20
日　
露
木　
あ
き　
様
（
東
京
都
）

12
月
20
日　
水
野　
　
剛　
様
（
石
川
県
）

12
月
20
日　
長
谷
川　
洋　
様
（
三
重
県
）

12
月
21
日　
小
石
祐
太
朗　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
21
日　
里
舘　
勝
人　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
21
日　
青
木　
　
誠　
様
（
大
阪
府
）

12
月
21
日　
岩
渕　
哲
也　
様
（
札
幌
市
）

12
月
22
日　
野
口　
伸
之　
様
（
大
阪
府
）

12
月
23
日　
新
谷　
好
正　
様
（
札
幌
市
）

12
月
23
日　
高
野　
洋
一　
様
（
東
京
都
）

12
月
23
日　
楫
野　
知
道　
様
（
札
幌
市
）

12
月
24
日　
野
村　
　
裕　
様
（
京
都
府
）

12
月
24
日　
三
井　
勇
治　
様
（
東
京
都
）

12
月
24
日　
滝
山　
正
夫　
様
（
東
京
都
）

12
月
24
日　
本
間　
大
輔　
様
（
埼
玉
県
）

12
月
24
日　
千
葉　
基
裕　
様
（
山
梨
県
）

12
月
24
日　
岩
橋　
知
美　
様
（
東
京
都
）

12
月
24
日　
渡
邉
眞
理
子　
様
（
静
岡
県
）

12
月
24
日　
小
島　
克
也　
様
（
愛
知
県
）

12
月
24
日　
絹
笠　
恵
一　
様
（
大
阪
府
）

12
月
24
日　
宮
崎　
彩
子　
様
（
京
都
府
）

12
月
25
日　
宮
本　
政
幸　
様
（
和
歌
山
県
）

12
月
25
日　
土
井　
克
明　
様
（
東
京
都
）

12
月
25
日　
神
谷　
英
道　
様
（
愛
知
県
）

12
月
25
日　
南　
　
章
夫　
様
（
兵
庫
県
）

12
月
26
日　
三
宅　
慎
一　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
26
日　
前
田　
昌
宏　
様
（
大
阪
府
）

12
月
26
日　
内
藤　
　
隆　
様
（
札
幌
市
）

12
月
26
日　
佐
藤　
浩
一　
様
（
大
分
県
）

12
月
27
日　
佐
野
奈
津
子　
様
（
東
京
都
）

12
月
27
日　
吉
本　
　
亨　
様
（
札
幌
市
）

12
月
27
日　
津
山　
　
建　
様
（
旭
川
市
）

12
月
27
日　
森
田
康
太
郎　
様
（
札
幌
市
）

12
月
27
日　
青
木　
敏
行　
様
（
東
京
都
）

12
月
28
日　
佐
野　
泰
紳　
様
（
愛
知
県
）

12
月
28
日　
大
江　
安
男　
様
（
木
古
内
町
）

12
月
28
日　
村
田　
富
男　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
28
日　
岡
庭　
明
彦　
様
（
茨
城
県
）

12
月
28
日　
川
口　
大
志　
様
（
埼
玉
県
）

12
月
28
日　
河
本　
紀
子　
様
（
札
幌
市
）

12
月
29
日　
田
中　
秀
幸　
様
（
札
幌
市
）

12
月
29
日　
五
十
嵐
淳
哉　
様
（
東
京
都
）

12
月
29
日　
村
岡　
寛
之　
様
（
東
京
都
）

12
月
29
日　
山
口　
博
也　
様
（
京
都
府
）

12
月
29
日　
山
田　
修
司　
様
（
愛
知
県
）

12
月
29
日　
山
田　
泰
永　
様
（
東
京
都
）

12
月
29
日　
板
東　
睦
実　
様
（
東
京
都
）

12
月
30
日　
藤
田　
香
里　
様
（
東
京
都
）

12
月
30
日　
湯
沢
ロ
ー
ナ　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
高
木　
　
暁　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
藤
野　
　
強　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
小
林　
磨
史　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
関　
　
幸
蔵　
様
（
大
阪
府
）

12
月
31
日　
田
中　
　
学　
様
（
神
奈
川
県
）

12
月
31
日　
牧
野　
妙
子　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
石
原
賢
三
郎　
様
（
東
京
都
）

12
月
31
日　
木
村　
　
健　
様
（
神
奈
川
県
）
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件
》

で
す
。



糖尿病の原因って？ 糖尿病は危険な病気

インスリンの作用不足が起こる原因 特定健診で行う血糖検査項目

●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健康診査 ₁₅日（水） 保健福祉総合センター ₁₄：₀₀～₁₅：₀₀
子育て教室 ₁₆日（木） 農業活性化センター ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀

乳幼児予防接種

７日（火）

町立幌加内診療所 ₁₅：₀₀～₁₆：₃₀
₁₄日（火）
₂₁日（火）
₂₈日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

１日（水） 母子里老人クラブ ₁₀：₀₀～₁₁：₀₀
９日（木） 添牛内老人クラブ ₁₀：₀₀～₁₁：₀₀
₁₀日（金） 幌加内老人クラブ ₁₀：₀₀～₁₁：₀₀
₁₃日（月） 政和老人クラブ ₁₀：₀₀～₁₁：₀₀
₂₂日（水） 朱鞠内老人クラブ ₁₀：₀₀～₁₁：₀₀

健　康
コラム
2017 糖尿病①～糖尿病とは？～

　糖尿病は血液中のブドウ糖（血糖）が正常より多くなる病気です。初
期の頃は、自覚症状がほとんどありませんが、血糖値を高いまま放置す
ると、徐々に全身の血管や神経が障害され、いろいろな合併症を引き起
こします。今回は、糖尿病についてお伝えします。

₃

　遺伝や高カロリー、高脂肪食、運動不足などによっ
て引き起こされる「インスリンの作用不足」が考えら
れます。
＊インスリンは、血糖値を下げる際に活躍するホルモンです。

①すい臓の働きが弱くなりインスリ
ンの分泌量が低下するため

②肝臓や筋肉などの組織がインスリ
ンの働きに対して鈍感になるため

（分泌はあるが、効きにくくなる）

　定期的に検査を受けていれば、数値がどのように変わったのかが
わかりますので、1 年に 1 度は健診や人間ドックを受けて自分の状
態を知ることが大切です。次回の広報ではもう少し詳しく糖尿病に
関することをお伝えします。

　血液に糖を多く含む状態が続くと網膜症、
神経障害、腎症といった合併症を発症した
り、心筋梗塞や脳梗塞、足壊疽（足がくさ
る）等を発症するリスクが高まります。

第206回
「すいぞうに負担をかけすぎないで」

項　　　目 異常認めず 要指導 要医療
①HbA1c（％）（NGSP値） 5.6未満 5.6 ～ 6.4 6.5以上
②随時血糖（mg/dl） 140未満 140 ～ 199 200以上
③空腹時血糖（mg/dl） 99未満 100 ～ 125 126以上

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで
行っております。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。
また、来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。

○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過
去に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事
前にアルク保健師までご連絡ください。
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■幌加内町成人大学講座第４講
　  　　地域支え合い講演会

◇今月の新しい本
・青春の門  第８部風雲編　上・下巻 五木寛之／著 （講談社）
・サーベル警視庁　 今野　敏／著 （角川春樹事務所）
・幻庵　上・下巻 百田尚樹／著 （文藝春秋）
・翼がなくても 中山七里／著 （双葉社）
・ハリネズミ乙女、はじめての恋 　令丈ヒロ子／著 （KADOKAWA）

■ほろたちスキー場
２月・3月の営業日のご案内
　ほろたちスキー場では、２月27日（月）よりスキー場閉
鎖までの期間、毎週月・火・水・木曜日を休業日といたします。

【営業時間】9:00～16:00
　　　　　※積雪等の状況により変更する場合がございますので、
　　　　　　あらかじめご了承ください。
【営業日カレンダー】

【問 合 せ】ほろたちスキー場（TEL 0165-35-3410）

平成29年２月 平成29年３月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 26 27 28 29 30 31

印は営業日、 印は休業日です。

■子ども映画鑑賞会
【上映作品】『ペット』（上映時間91分）
【日　　時】平成29年3月30日（木）

１回目：開場 9:00　上映 9:30～
２回目：開場13:30　上映14:00～
３回目：開場18:00　上映18:30～

【会　　場】幌加内町生涯学習センター
「ふれあいホール」＊入場無料

【問 合 せ】幌加内町教育委員会社会教育係
（TEL 0165-35-2177）

【日　時】平成29年3月11日（土）
13:30～ 15:00（受付13:00～）

【会　場】幌加内町生涯学習センター
「ふれあいホール」＊入場無料

【内　容】みんなで支え合うまちづくりを目指して（仮）
【講　師】公益財団法人さわやか福祉財団
　　　　　　　さわやかインストラクター　高木　悟　氏
【申込み】３月６日（月）までに保健福祉課あんしん介護

係へ電話、もしくは参加申込書に必要事項をご
記入の上、ＦＡＸまたは郵送にてお申込み下さい。

2017.225

◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

2月
25日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～
26日㊐ 世代間交流体験事業「農協青年部主管」 アグリ 10:00～

3月

１日㊌ 幌加内高等学校卒業式

９日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15:15～
２、３年生　16:00～

10日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15:40～

11日㊏
わくわく体験教室「わかさぎ釣り」 朱鞠内湖 8:00～
成人大学講座第４講「地域支え合い講演会」 ホール 13:30～
幌加内中学校卒業式

14日㊋ おはなしぽかぽか みゆき保育所 10:00～
17日㊎ 幌加内小学校卒業式
18日㊏ 朱鞠内小学校卒業式
21日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～
25日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～

30日㊍ 子ども映画鑑賞会「ペット」 ホール
9:30～、14:00～
18:30～



第
３
回
臨
時
会
を
開
催
！

︵
Ｈ
28
年
11
月
30
日
︶

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
8
月
24
日
、
相
手
方
車

両
が
走
行
中
に
道
路
陥
没
２
ヵ
所
に

連
続
で
、
車
両
右
側
フ
ロ
ン
ト
タ
イ

ヤ
が
落
ち
タ
イ
ヤ
及
び
ホ
イ
ー
ル
に

損
害
を
あ
た
え
た
も
の
に
つ
い
て
、

相
手
方
の
財
産
の
損
害
１
万
５
千
円

を
賠
償
す
る
こ
と
で
和
解
が
成
立
し

た
。

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ

い
て
︵
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶︶

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
戻
品
で
前
回
の

補
正
予
算
よ
り
寄
附
額
が
大
幅
に
増

額
し
た
こ
と
に
よ
る
補
正
。

○
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
年
間
４
・
２
个
月
か

ら
４
・
３
个
月
分
と
し
、
平
成
28
年

12
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
１
級
の

初
任
給
を
１
、
５
０
０
円
引
上
げ
る

と
と
も
に
、
扶
養
手
当
に
つ
い
て
配

偶
者
に
か
か
わ
る
額
を
他
の
扶
養
親

族
と
同
額
と
し
、
子
に
か
か
わ
る
手

当
て
額
を
増
額
し
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

○
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
年
間
４
・
２
个
月
分

か
ら
４
・
３
个
月
分
と
し
、
平
成
28

年
12
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
職
員
給
料

及
び
職
員
手
当
、
深
川
地
区
消
防
組

合
負
担
金
な
ど
１
９
７
万
４
千
円
を

減
額
し
、
総
額
４
１
億
１
５
０
７
万

９
千
円
と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

・
人
事
院
勧
告
に
従
い
、
給
与
改
定

に
よ
り
歳
出
間
で
の
予
算
充
当
換
え

に
よ
り
補
正
額
０
円
と
し
、
総
額
、

補
正
前
と
同
額
２
億
９
２
８
万
６
千

円
と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第

　
11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、
承
認
１
件
、
議
案
６
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
通
り
決
定
し

た
。 平

成
28
年　
第
３
回
臨
時
会（
11
月
30
日
）
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３
号
︶

・
給
与
改
定
に
よ
り
給
与
、
期
末
勤

勉
手
当
並
び
に
法
定
福
利
費
な
ど
75

万
６
千
円
を
増
額
し
、
総
額
1
億
１

４
４
２
万
５
千
円
と
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が

　
決
ま
り
ま
し
た

補

正

予

算

報

告

専

決

処

分

条

例

改

正
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第
４
回
定
例
会
を
開
催
！

︵
Ｈ
28
年
12
月
15
日
・
16
日
︶

○
﹁
現
行
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
と
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書
﹂
の
提
出
を
求
め
る

請
願

・
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
協
議
の
結
果
採
択
さ
れ
た
。

○
﹁
外
国
語
指
導
助
手
の
活
用
に
対

す
る
財
政
措
置
の
充
実
を
求
め
る
意

見
﹂
の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
産
建
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
協
議
の
結
果
採
択
し
た
。

○
﹁
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指

針
﹂
見
直
し
と
、
機
械
的
な
高
校
統

廃
合
で
は
な
く
﹁
35
人
以
下
学
級
の

実
現
﹂
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
前

進
を
求
め
る
陳
情

・
産
建
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
協
議
の
結
果
採
択
し
た
。

○
幌
加
内
町
功
労
者
顕
彰
条
例
に
よ

る
表
彰

・
被
表
彰
者
は
山
下
俊
明
氏
と
し

た
。

○
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を

変
更
す
る
協
定
の
締
結

・
幌
加
内
町
他
、
旧
市
町
村
か
ら
構

成
さ
れ
締
結
さ
れ
て
い
る
同
協
定
に

お
い
て
、
医
療
福
祉
分
野
の
更
な
る

連
携
し
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め

一
部
協
定
内
容
を
追
加
、
変
更
す
る

も
の
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
平
成
28
年
12
月
２
日
に
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及

び
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等
、
育
児

ま
た
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
本
町
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
６
月
３
日
に
児

童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
交
付
さ
れ
養
子
縁
組
里
親
の
法

制
化
に
伴
う
改
正
が
行
わ
れ
平
成
29

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
あ
わ
せ
て
条
例
改
正
す
る
も

の
。

○
幌
加
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
所
得
税
法
の
一
部
改
正
。
ま
た
外

国
人
等
の
国
際
運
輸
業
に
か
か
る
所

得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得

税
等
非
課
税
に
関
す
る
法
律
・
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
交

付
さ
れ
法
律
と
同
日
か
ら
施
行
す
る

た
め
改
正
。

○
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
幌
加
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
同
内
容
。

○
幌
加
内
町
農
業
委
員
会
委
員
定
数

等
に
関
す
る
条
例

・
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
委
員
選
出
選
挙
が
な
く
な

り
一
般
応
募
に
よ
り
委
員
定
数
12
名

を
確
保
の
た
め
の
改
正
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
９
号
︶

・
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
脱
衣
室
及
び

浴
室
改
修
工
事
、
玄
米
バ
ラ
施
設
色

彩
選
別
機
高
能
力
化
事
業
補
助
金
等

の
増
額
に
よ
り
５
５
９
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
４
１
億
７
１
０
２

万
５
千
円
と
し
た
。

質
疑 

中
川
議
員

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
脱
水
室

及
び
浴
室
改
修
工
事
に
１
７

９
０
万
７
０
０
０
円
の
改
修
工
事
費

が
計
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
程

度
の
改
修
と
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
改
修
期
間
中
の
ル
オ
ン
ト

営
業
に
つ
い
て
の
扱
い
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
弁 

産
業
課
長

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
脱
水
室

及
び
浴
室
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
浴
室
内
の
天
井
剤
張
替
え
建
築

工
事
関
係
で
約
１
０
０
０
万
円
程

度
。
脱
水
場
の
ク
ロ
ス
張
替
え
約
２

０
０
万
円
。
ロ
ッ
カ
ー
の
塗
装
・
扉

の
取
付
け
等
あ
わ
せ
て
約
１
６
５
０

万
円
（
別
途
消
費
税
）
の
補
正
と
し

た
。

　
工
期
は
実
質
工
期
で
約
33
日
間
。

営
業
的
に
浴
室
部
分
が
約
１
个
月
間

休
館
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶

・
国
庫
支
出
金
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
、
５
２
５
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
２
億
８
６
２
８
万
１
千

円
と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
で
負
担
金
の
確
定
等
に
よ
り
、
３

５
０
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３

　
12
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
、
同
意
１
件
、
報
告
５
件
、
議
案
11
件
、
意
見
書

６
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

平
成
28
年　
第
４
回
定
例
会（
12
月
15
日・16
日
）

陳

情

同

意

締

結

条

例

改

正

補

正

予

算

こ
ん
な
こ
と
が

　
決
ま
り
ま
し
た

請

願

Ａ

Ｑ
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０
９
２
万
４
千
円
と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
良
業
務
委

託
料
等
の
増
加
に
よ
り
、
２
５
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
１
１

７
９
万
４
０
０
０
円
と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶

・
水
質
検
査
業
務
委
託
料
、
水
質
事

業
統
合
認
可
申
請
業
務
委
託
料
等
の

減
額
に
よ
り
、
１
７
３
万
１
千
円
を

減
額
し
、
総
額
７
５
４
５
万
５
千
円

と
し
た
。

○
平
成
28
年
度
幌
加
内
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
、
合

併
処
理
浄
化
槽
保
守
点
検
業
務
委
託

料
等
の
減
額
に
よ
り
、
６
２
７
万
３

千
円
を
減
額
し
、
総
額
６
９
５
０
万

９
千
円
と
し
た
。

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度

へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
案

○
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書
案

○
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
を
求

め
る
意
見
書
案

・
協
議
の
結
果
、
承
認
し
た
。

○
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し

出・
議
会
運
営
委
員
会
並
び
に
総
務
厚

生
常
任
委
員
会
、
産
建
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
の
申
し
出
を
協
議
の
結

果
、
許
可
し
た
。

第
２
回
定
例
会
で
「
今
ま
で

の
医
療
福
祉
文
化
ゾ
ー
ン
の

枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
民

の
利
便
性
向
上
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
き
た
い
。」
と
し
、
医
師
住

宅
を
始
め
学
童
保
育
や
高
齢
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
機
能
を
果
た
す
場
と
し
て

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
た
。

　
敷
地
面
積
９
、０
０
０
㎡
の
土
地

で
の
事
業
に
つ
い
て
は
コ
ン
パ
ク
ト

で
多
機
能
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

と
思
う
。

　
跡
地
整
備
予
定
で
は
、
す
べ
て
の

各
施
設
等
を
こ
の
場
に
活
か
す
こ
と

は
困
難
か
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

基
本
プ
ラ
ン
を
示
し
町
民
へ
の
理
解

も
得
な
け
れ
ば
と
思
う
。
現
在
ま
で

の
計
画
等
を
伺
い
た
い
。

答
弁 

町
長

本
年
度
は
病
院
本
館
・
新
館

の
取
壊
し
、
平
成
30
年
度
に

医
師
住
宅
・
看
護
師
宿
舎
の
取
壊
し

に
よ
り
一
部
を
残
し
、
ほ
と
ん
ど
を

取
壊
す
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
建
設
を
予
定
し
て
い
る
の
は
平

成
29
年
度
の
医
師
住
宅
、
１
棟
１
戸

で
あ
り
、
こ
の
医
師
住
宅
は
本
年
度

の
病
院
取
壊
し
に
係
る
経
費
の
財
源

に
充
当
す
る
「
過
疎
債
の
し
ば
り
」

が
あ
る
た
め
跡
地
に
建
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
医
師
住
宅
以
外
は
「
過
疎

債
の
し
ば
り
」
が
な
い
の
で
、
今
ま

で
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
時
代
に
即
し
た
使
い
方
を
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
中
央
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
取
壊
し
に
よ

り
、
学
童
保
育
の
機
能
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
機
能
を
含
め
た
「
世
代
間

交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
構
想
な
ど
も
あ

る
が
、
現
在
の
課
題
、
将
来
に
わ
た

る
町
民
の
利
便
性
を
高
め
る
と
多
岐

に
わ
た
る
機
能
を
ど
の
よ
う
に
ま
と

め
る
か
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
さ

ら
に
経
済
活
動
を
行
う
複
合
施
設
と

な
る
と
建
設
後
の
運
営
に
か
か
わ
る

関
係
機
関
と
の
充
分
な
協
議
も
必
要

と
な
る
。

　
11
月
に
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
で

は
葬
祭
場
機
能
を
有
す
る
施
設
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
を
病
院
跡

地
に
と
い
う
意
見
も
あ
る
中
で
、
敷

地
内
一
箇
所
に
集
約
で
き
る
の
か
今

後
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
「
企

画
調
整
会
議
」
に
お
い
て
平
成
29
年

度
中
に
は
原
案
を
作
成
す
る
よ
う
進

め
る
。

　
再
質
問

９
、０
０
０
㎡
の
平
地
面
積
か

ら
だ
と
敷
地
面
積
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
の
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
敷
地
内
に
は
道
路
用
地
を
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
駐
車
場
の

場
所
も
必
要
と
な
る
。
冬
は
雪
の
体

積
場
の
確
保
も
必
要
に
な
る
な
ど
、

１
棟
１
棟
目
的
に
あ
っ
た
建
物
を
建

て
て
い
く
と
し
た
ら
住
民
の
機
能
に

応
え
ら
れ
る
の
が
難
し
い
か
と
考
え

る
。

　
議
会
と
し
て
も
注
目
を
し
、今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
参
加
し

た
い
と
思
う
が
、そ
の
あ
た
り
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

意

見

書

発

議

病
院
跡
地
の
利
用
計

画
そ
の
後
の
進
捗
等

に
つ
い
て

平
成
29
年
度
中
に
原

案
を
作
成
し
た
い

ＱＡ

Ａ

Ｑ

齋藤議員

一
般
質
問

Ｑ
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再
答
弁 

町
長

こ
れ
か
ら
悔
い
の
残
ら
な
い

施
設
を
建
て
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
議
会
と
の
対
話
も
重
視
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
相
談
申
し
上
げ
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
度
よ
り
本
格
的
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
」
に
取
り

組
み
、
現
状
で
10
事
業
者
、
44
商
品

を
返
礼
品
と
し
て
用
意
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
年
末
に
向
け
更
な
る

申
し
出
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
基
幹
産
業
で
あ
る
「
そ

ば
」
が
本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

10
月
末
で
申
し
出
件
数
６
９
５

件
、
７
５
２
万
５
０
０
０
円
、
別
途

指
定
分
、
５
件
は
総
体
の
88
％
と
聞

い
て
い
る
が
全
国
的
な
傾
向
と
し
て

納
税
額
が
１
億
円
を
突
破
す
る
自
治

体
も
多
く
返
礼
品
競
争
が
激
化
す
る

中
、
一
方
で
制
度
の
あ
り
方
を
危
惧

す
る
報
道
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
本
町
に
必
要
な
ふ
る
さ
と
納
税
は

「
そ
ば
の
ま
ち
、
里
山
の
ま
ち
」
と

し
て
自
然
の
厳
し
さ
美
し
さ
は
も
と

よ
り
、
町
民
の
暮
ら
し
方
ま
で
が
対

象
と
な
る
魅
力
の
あ
る
事
業
を
展
開

し
、
興
味
を
持
ち
交
流
を
望
む
人
々

へ
来
町
を
呼
び
か
け
る
施
策
こ
そ

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

　

例
え
ば
「
幌
加
内
特
別
住
民
制

度
」
を
制
定
す
る
な
ど
し
幌
加
内
町

出
身
者
、
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
地
方

還
元
特
典
と
し
て
墓
地
の
清
掃
管
理

を
年
３
回
程
度
行
っ
た
り
、「
そ
ば
の

町
幌
加
内
」
を
知
り
た
い
、
観
た

い
、
体
験
し
た
い
な
ど
の
希
望
者
に

は
レ
ン
タ
カ
ー
料
金
や
宿
泊
料
金
負

担
な
ど
の
助
成
な
ど
優
遇
措
置
を
行

う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。「
サ
ポ
ー
ト

住
民
」
と
し
て
登
録
し
て
も
ら
い
、

幌
加
内
町
の
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
を

誘
導
し
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
な

ど
考
え
ら
れ
る
が
、
幌
加
内
町
に
お

け
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
や
事
業
の

あ
り
方
、
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。答

弁 

町
長

新
た
な
取
組
み
と
し
て
本
格

的
に
実
施
し
た
の
は
７
月
頃

か
ら
で
あ
る
が
、
非
常
に
多
く
の

方
々
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に

寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
現
在
、
本
町
の
取
り
組
み
の
中
で

５
項
目
の
使
途
指
定
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
、
納
税
者
の
方
に
活
用
方
法
を
選

択
し
て
も
ら
う
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
５
項
目
と
し
て
、

１
．
子
育
て
支
援
及
び
子
ど
も
の
教

育
振
興
に
関
す
る
事
業
。
２
．
そ
ば

の
振
興
に
関
す
る
事
業
。
３
．
イ
ト

ウ
の
保
護
に
関
す
る
事
業
。
４
．
朱

鞠
内
湖
周
辺
の
観
光
振
興
に
関
す
る

事
業
。
５
．
町
長
が
町
の
振
興
に
必

要
と
認
め
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
５
項
目
に
つ
い
て
は
、
事
業
を

拡
充
す
る
に
あ
た
り
幌
加
内
町
ら
し

い
寄
附
使
途
を
明
確
に
し
納
税
件
数

を
増
加
さ
せ
る
目
的
で
設
け
た
も
の

で
あ
り
12
月
14
日
現
在
、
寄
附
件
数

９
５
６
件
、
寄
附
金
額
１
０
０
０
万

円
を
超
え
１
か
ら
４
ま
で
の
指
定
が

約
60
％
、
５
が
40
％
と
な
っ
て
い

る
。
１
か
ら
４
ま
で
の
中
で
１
番
多

い
の
が
１
の
子
育
て
支
援
と
な
っ
て

い
る
。

　
新
年
度
に
は
各
事
業
の
内
容
を
具

体
的
、
か
つ
明
確
に
示
し
寄
附
者
の

方
々
の
寄
附
意
欲
を
か
き
立
て
る
内

容
と
し
て
い
き
た
い
。
事
業
展
開
に

あ
た
り
幌
加
内
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
、
特
産
品
の
宣
伝
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
観

点
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
納
税
者
の
「
お
取
り
寄
せ
感

覚
」
に
対
す
る
返
礼
品
の
拡
充
等
に

つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
今
回
寄
附
を
い
た
だ
い
た
名
簿
は

大
き
な
財
産
で
あ
り
、
今
後
は
次
年

度
以
降
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
把
握
し
な

が
ら
寄
附
額
が
増
え
、
あ
る
程
度
さ

ら
な
る
事
業
展
開
が
可
能
と
判
断
し

た
際
に
、
今
回
小
関
議
員
か
ら
提
示

さ
れ
た
事
例
な
ど
を
参
考
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
返
礼
品
の
競

争
な
ど
制
度
の
あ
り
方
を
含
め
検
討

し
て
い
き
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
再
質
問

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
寄
附
者

の
意
向
が
、
来
年
度
に
向
け

て
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時

に
使
途
指
定
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て

支
援
」
と
「
町
長
に
お
ま
か
せ
」
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ト
ウ

の
保
護
に
期
待
す
る
寄
附
者
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
３
．
イ
ト
ウ
の
保
護

に
関
す
る
事
業
や
４
．
朱
鞠
内
湖
周

辺
の
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
は
、

本
町
に
大
事
な
部
分
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
「
子
育
て
支
援
」、「
町
長
に

お
ま
か
せ
」
が
多
数
で
あ
れ
ば
、
来

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
本
町
に
興
味
も
っ
て
も
ら
い

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
構
築
す
べ
き
対
策
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
町
長
に
お

ま
か
せ
」
で
は
自
分
た
ち
の
思
い
を

幌
加
内
町
が
ど
の
よ
う
に
受
取
っ
て

い
る
の
か
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
寄
附
者
の
方
々
の
気
持
ち
に

応
え
る
施
策
を
取
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
「
町
長
に
お
ま

か
せ
」
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
様
に

受
取
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ

Ａ

Ｑ

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂

の
新
た
な
取
組
み
に

つ
い
て

返
礼
品
の
拡
充
等
に

よ
り
リ
ピ
ー
タ
ー
を

増
や
し
、
幌
加
内
町

に
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い

ＱＡＱ

小関議員

一
般
質
問
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再
答
弁 

町
長

「
町
長
に
お
ま
か
せ
」
に
つ

い
て
は
、
年
齢
や
男
女
別
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
何
回
し
て
い
る
の

か
な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
う
欄
が
あ

る
。
推
測
で
は
あ
る
が
「
町
長
に
お

ま
か
せ
」
は
、
買
い
物
感
覚
で
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」
自
体
も
複
数
回
行
っ
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
方
で
「
そ
ば
」
や
「
イ
ト

ウ
」
な
ど
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら

れ
て
い
る
の
が
多
い
。「
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」、「
美
味
し
い
お
そ
ば
を
創

作
し
て
く
だ
さ
い
」、「
イ
ト
ウ
の
生

息
数
（
自
然
）
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
々
は
リ
ピ
ー

タ
ー
率
が
非
常
に
高
い
の
で
は
な
い

の
か
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
私
の
自
筆
で
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
お
り
返
信
先
に
よ
っ
て
は

「
そ
ば
祭
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」、

「
朱
鞠
内
湖
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
な

ど
同
封
し
て
い
る
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
幌
加
内
町

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
展
開

を
考
え
て
い
る
の
で
積
極
的
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
。

衆
議
院
小
選
挙
区
の
10
区

か
ら
６
区
へ
の
区
割
り
の

変
更
に
関
し
て
、
平
成
22
年
４
月
よ

り
空
知
支
庁
か
ら
上
川
総
合
振
興
局

に
編
入
、
道
議
選
挙
に
関
し
て
は

上
川
選
挙
区
に
変
更
と
な
っ
た
が
衆

議
院
小
選
挙
区
は
10
区
の
ま
ま
で
あ

る
。
選
挙
区
の
区
割
り
変
更
に
関
し

て
は
編
入
当
時
か
ら
幾
度
と
な
く
要

請
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
６
年

を
経
過
す
る
現
在
に
お
い
て
も
未
だ

６
区
へ
の
変
更
が
か
な
わ
な
い
状
況

に
あ
る
。

　
本
町
で
は
政
治
的
に
抱
え
る
諸
問

題
を
北
海
道
議
会
議
員
の
先
生
方
を

通
じ
衆
議
院
議
員
の
先
生
に
つ
な
い

で
い
た
だ
き
迅
速
に
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
情
勢
に
お
い

て
、
こ
の
ね
じ
れ
現
象
は
妨
げ
と

な
っ
て
は
い
て
も
有
利
に
動
い
て
い

る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
状
況
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ね
じ
れ
解
消
し
な

い
原
因
の
一
つ
に
北
海
道
の
責
任
も

少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
が
、
北
海
道
を
通
じ
て
国
の
関
係

機
関
に
対
し
同
じ
状
況
に
あ
る
幌
延

町
と
と
も
に
強
固
な
要
請
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
昨
年
、
町
長
に
当
選
し
て
か
ら
精

力
的
に
各
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
こ
れ
ま

で
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
弁 

町
長

平
成
22
年
度
に
空
知
か
ら
上

川
管
内
へ
移
管
後
、
直
ち
に

国
会
議
員
を
始
め
各
関
係
機
関
に
対

し
選
挙
区
の
改
正
に
つ
い
て
要
請
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
改
正
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
由

で
改
正
が
さ
れ
な
い
の
か
総
務
省
に

出
向
き
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
で

は
、「
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議

会
」（
以
下
「
区
割
り
審
」）
が
国
勢

調
査
の
人
口
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
改

正
案
を
内
閣
総
理
大
臣
に
勧
告
し
、

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
平
成
22
年
は
、
国
勢
調
査
の

年
で
あ
り
北
海
道
と
相
談
し
「
区
割

り
審
」
の
勧
告
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
平
成

23
年
３
月
に
小
選
挙
区
制
度
で
初
め

て
最
高
裁
に
よ
る
違
憲
判
決
を
受
け

た
政
府
が
「
ゼ
ロ
増
５
減
」
の
緊
急

是
正
法
に
よ
り
必
要
最
小
限
の
改
正

の
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
し
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
割
の

変
更
は
国
会
議
員
の
票
数
が
絡
む
こ

と
か
ら
、
当
事
者
で
あ
る
代
議
士
に

要
請
し
て
も
中
々
実
現
で
き
な
く
極

め
て
ナ
ー
バ
ス
な
案
件
で
あ
る
と
説

明
を
受
け
た
。
ね
じ
れ
現
象
に
あ
る

自
治
体
の
当
事
者
と
し
て
大
き
な
憤

り
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

国
政
と
道
政
の
ね
じ
れ
が
続
く
と
本

町
の
町
づ
く
り
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
総
務
省
の
幹
部
か
ら

「
と
に
か
く
声
を
あ
げ
な
さ
い
」
と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
今
年
度

に
入
り
幌
加
内
町
、
幌
延
町
単
体
で

は
な
く
上
川
管
内
は
も
と
よ
り
宗
谷

管
内
、
北
海
道
町
村
会
、
北
海
道
町

村
議
長
会
と
そ
れ
ぞ
れ
要
望
項
目
と

し
て
決
議
さ
れ
、
オ
ー
ル
北
海
道
と

し
て
協
力
が
あ
り
10
月
５
日
に
は
北

海
道
町
村
会
会
長
と
も
ど
も
中
央
要

請
も
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
在
、
区
割
り
審
で
は
今
年
５
月

に
成
立
し
た
衆
議
院
選
挙
制
度
改
革

関
連
法
に
よ
り
平
成
32
年
（
平
成
22

年
か
ら
10
年
後
）
の
大
規
模
国
勢
調

査
に
基
づ
く
区
割
り
改
定
ま
で
の
緊

急
的
な
措
置
と
し
て
、
平
成
27
年
に

実
施
さ
れ
る
簡
易
な
国
勢
調
査
で
の

人
口
を
ベ
ー
ス
に
「
０
増
６
減
」
や

「
１
票
の
格
差
」
の
是
正
を
踏
ま
え

た
新
た
な
区
割
り
案
の
作
成
を
始
め

て
い
る
。
こ
の
案
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
「
区
割
り
審
」
か
ら
北
海
道
知

事
に
対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら

に
道
か
ら
市
町
村
に
対
し
て
も
意
見

が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
意

見
の
提
出
と
一
緒
に
幌
延
町
と
11
月

９
日
、
高
橋
知
事
と
面
談
し
「
北
海

道
の
振
興
局
は
行
政
の
み
な
ら
ず
経

済
的
、
社
会
的
に
も
き
わ
め
て
強
固

な
一
体
性
を
有
し
県
に
匹
敵
す
る
一

つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
住
民
に
定
着

し
て
い
る
。」
な
ど
を
国
に
対
し
て

Ａ

Ａ

Ｑ

中村議員

衆
議
院
小
選
挙
区
の

10
区
か
ら
６
区
へ
の

区
割
り
変
更
の
可
能

性
に
つ
い
て

各
関
係
機
関
等
の
協

力
を
得
て
要
請
活
動

を
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
は
「
衆
議
院
議

員
選
挙
区
画
定
審
議

会
」
の
審
議
結
果
を

待
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ＱＡ
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強
調
し
、
知
事
か
ら
北
海
道
の
特
殊

事
情
を
強
く
意
見
し
て
も
ら
う
よ
う

要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
新
聞
報
道
等
で
本
件

は
北
海
道
知
事
か
ら
の
意
見
と
し
て

「
区
割
り
審
」
へ
提
出
さ
れ
、
よ
う

や
く
改
正
に
向
け
て
の
俎
上
に
あ

が
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
は
「
区

割
り
審
」
で
の
審
議
次
第
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
法
に
基
づ
き
５
月
下
旬
ま
で
に
総

理
大
臣
へ
区
割
り
案
を
勧
告
し
そ
の

後
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
と
な
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
一
連
の
動
き
に
関
し
改
正

の
実
現
に
大
き
な
手
ご
た
え
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
の
「
区
割
り
審
議
会
」
の
協
議

内
容
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

平
成
22
年
に
上
川
総
合
振
興

局
へ
移
行
し
た
際
、
北
空
知

地
区
で
実
施
し
て
い
る
深
川
地
区
消

防
組
合
と
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
へ
未
だ
に
所
属
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
上
川
移
行
に
関
し
て
は
住
民
の
意

思
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
住
民
多
数

が
上
川
へ
移
行
す
べ
き
と
の
こ
と
か

ら
意
思
決
定
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
事
務
事
業
に
よ
っ
て
は
上
川
移

行
で
き
な
い
も
の
も
中
に
は
あ
る
。

し
か
し
消
防
に
つ
い
て
は
警
察
の
管

轄
が
士
別
署
に
移
っ
た
現
状
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
移
行
す
べ
き
か

否
か
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
る
。

　
先
に
実
施
さ
れ
た
町
政
懇
談
会
で

も
町
民
の
意
見
を
伺
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
多

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
行
く
つ
も
り
な
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
も
伺
い
た
い
。

答
弁 

町
長

平
成
22
年
度
、
上
川
管
内
へ

所
属
区
域
を
変
更
し
た
が
移

管
し
た
か
ら
に
は
「
上
川
へ
移
管
し

た
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
に
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
最
小
に
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
22
年
度
に
北
海
道
関
連
の
機

関
に
つ
い
て
、
全
て
同
時
に
移
管
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
警
察
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
度
に
深
川
か
ら
士
別
警
察

署
管
轄
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
北
海
道
以
外
の
行
政
機
関
と
し
て

は
消
防
組
合
と
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

が
北
空
知
の
枠
組
み
の
ま
ま
で
残
っ

て
い
る
。
平
成
22
年
の
移
行
当
初
か

ら
構
成
市
町
と
の
調
整
が
必
要
な
た

め
移
行
す
る
に
は
相
当
の
時
間
を
有

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
上
川
に
移
り
６
年
が
経
過
し
繋
が

り
が
一
層
深
ま
り
、
全
て
の
面
に
お

い
て
上
川
の
一
員
に
な
る
時
期
で
は

な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
防
災
・
防
犯
業
務
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
進
め
て
い

く
う
え
で
警
察
と
消
防
の
連
携
強
化

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
第
一
歩
と
し
て
消
防
の

移
管
に
つ
い
て
進
め
た
く
、
先
月
開

催
し
た
町
政
懇
談
会
に
お
い
て
１
市

２
町
で
構
成
し
て
い
る
士
別
市
消
防

組
合
（
士
別
市
・
剣
淵
町
・
和
寒

町
）
に
加
わ
る
こ
と
を
提
案
し
意
見

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
参
加
住

民
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
反
対
で
は
な
い
と
の

意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
消
防
団
の
関
わ
り
も
大
き

く
な
る
た
め
消
防
団
の
行
事
や
団
員

の
出
動
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
団
員
、

消
防
団
後
援
会
の
意
見
も
伺
い
、
ま

た
議
員
の
方
と
も
協
議
し
、
最
終
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
仮
に
上
川
へ
と
意
思
決
定
し
た

場
合
で
も
現
組
合
か
ら
の
脱
会
や
新

組
合
へ
の
加
入
手
続
き
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
は
期
限
を
特
に
決
め
る
の

で
は
な
く
関
係
市
町
と
も
充
分
な
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
政
和
地
区

以
南
地
域
の
し
尿
の
収
集
運
搬
、
処

理
業
務
及
び
町
内
の
各
個
別
排
水
処

理
施
設
の
浄
化
槽
汚
泥
と
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
の
脱
水
汚
泥
の
処
理

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事

務
事
業
に
つ
い
て
も
上
川
北
部
へ
移

管
で
き
な
い
か
関
係
課
で
連
携
し
模

索
・
検
討
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
北
海
道
は
、
妊

婦
検
診
や
出
産
の
た
め
の
交

通
費
・
宿
泊
費
を
助
成
す
る
「
妊
産

婦
安
心
出
産
支
援
事
業
」
を
開
始
し

て
い
る
。
分
娩
可
能
な
医
療
施
設
が

な
い
地
域
の
妊
産
婦
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
負
担
割

合
は
実
施
す
る
市
町
村
に
道
が
１
／

２
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
対
象

内
容
と
な
る
の
は
、
産
科
医
療
機
関

か
ら
50
㎞
以
上
の
市
町
村
及
び
離
島

で
は
交
通
費
入
院
に
伴
う
宿
泊
費
を

助
成
す
る
。
ま
た
、
50
㎞
以
下
（
25

㎞
以
上
）
で
も
通
院
費
が
助
成
さ
れ

る
。
本
町
の
場
合
は
75
㎞
〜
１
０
０

㎞
の
距
離
区
分
と
な
り
交
通
費
の
補

Ａ

妊
婦
検
診
・
出
産
の

交
通
費
・
宿
泊
費
助

成
事
業
の
実
施
を

北
海
道
の
要
綱
に
準

じ
整
備
し
た

ＱＡＱ

中川議員

一
部
事
務
組
合
の
上

川
移
行
の
可
能
性
に

つ
い
て

全
て
の
面
に
お
い
て

上
川
の
一
員
に
な
る

時
期
で
は
な
い
か
と

考
え
る

ＱＡＱ
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助
単
価
１
、
６
０
０
円
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
各
市
町
村
で
の
実

施
を
前
提
と
し
た
制
度
で
あ
り
本
町

で
の
事
業
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
安

心
し
て
子
供
を
産
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁 
町
長

産
婦
人
科
医
師
の
不
足
、
地

域
偏
在
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
北
海
道
内
に
お
い
て
分
娩
可

能
な
産
科
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
が

遠
く
妊
産
婦
の
心
身
両
面
の
負
担
や

経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

健
康
診
査
や
出
産
に
か
か
る
経
費
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
む
事
が
出
来
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
、
平
成

28
年
４
月
１
日
、
妊
産
婦
安
心
出
産

支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
が
北

海
道
に
お
い
て
整
備
さ
れ
適
用
と

な
っ
た
。

　
本
事
業
の
趣
旨
と
必
要
性
に
つ
い

て
は
同
じ
思
い
で
あ
り
全
面
的
に
連

携
し
て
い
き
た
く
、
本
町
に
お
い
て

も
75
㎞
を
超
え
１
０
０
㎞
ま
で
の
地

域
と
な
る
こ
と
か
ら
交
通
費
片
道

１
、６
０
０
円
、
宿
泊
費
５
、０
０
０

円
を
上
限
と
し
て
対
象
者
に
支
給
す

る
こ
と
で
北
海
道
同
様
に
要
綱
を
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
議
会
の
補
正
予
算
に
お
い
て
把

握
し
て
い
る
妊
婦
健
診
対
象
者
10

名
、
出
産
対
象
者
８
名
、
産
婦
健
診

対
象
者
５
名
に
対
す
る
交
通
費
を
計

上
し
て
い
る
。
ま
た
道
の
要
綱
上
、

財
源
と
し
て
、
道
１
／
３
、
町
１
／

３
、
個
人
負
担
１
／
３
と
な
っ
て
い

る
が
本
町
に
お
い
て
は
町
が
２
／
３

の
負
担
と
し
個
人
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
再
質
問

宿
泊
費
の
助
成
に
つ
い
て
は

具
体
的
に
ど
の
様
な
場
合
に

適
用
と
な
る
の
か
。

　
母
子
里
や
朱
鞠
内
地
区
は
旭
川
市

に
行
く
よ
り
も
名
寄
市
の
産
婦
人
科

の
方
が
便
利
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

場
合
に
つ
い
て
も
距
離
区
分
75
㎞
以

上
の
適
用
と
な
る
の
か
。

　
「
妊
婦
が
里
帰
り
を
し
た
期
間
に

つ
い
て
は
助
成
の
対
象
か
ら
省
く
も

の
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
家
が
医

療
機
関
か
ら
遠
い
地
域
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
こ
の
場
合
も
除
外
さ
れ
て

し
ま
う
の
か
。

答
弁 

保
健
福
祉
課
長

要
綱
で
の
質
問
で
あ
る
こ
と

か
ら
担
当
課
で
あ
る
保
健
福

祉
課
よ
り
回
答
す
る
。

　
宿
泊
費
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で

も
ホ
テ
ル
な
ど
に
宿
泊
し
た
場
合
に

対
象
と
な
る
も
の
で
あ
り
医
療
機
関

へ
入
院
し
た
場
合
は
除
外
と
な
る
。

　
道
の
助
成
要
綱
の
中
で
幌
加
内
町

が
75
㎞
～
１
０
０
㎞
の
区
分
と
な
る

こ
と
か
ら
、
道
に
申
請
す
る
場
合
75

㎞
～
１
０
０
㎞
の
区
域
内
で
申
請
し

て
い
き
た
い
。

　
「
妊
婦
が
里
帰
り
を
し
た
期
間
に

つ
い
て
は
助
成
の
対
象
か
ら
省
く
も

の
」
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
近
く
に
医

療
機
関
が
あ
り
里
帰
り
を
し
て
出
産

に
備
え
る
も
の
と
の
考
え
方
が
基
本

と
思
わ
れ
道
の
要
綱
で
も
あ
る
。
現

在
の
要
綱
整
備
の
中
で
距
離
が
極
端

に
外
れ
て
い
る
場
合
、
現
段
階
で
は

対
象
に
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
今
後
こ
の
よ
う
な
、
ま
れ
な

ケ
ー
ス
が
出
れ
ば
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
川
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
件
数
は
ど
の
く
ら
い
で

何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
。　

 

住
民
課
長

平
成
27
年
度
末
（
平
成
28
年

３
月
末
）
の
状
況
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
、
申
請
１
６
６
件
、
発

行
93
件
で
す
。
平
成
28
年
10
月
17
日

現
在
の
デ
ー
タ
は
、
申
請
累
計
が
１

９
０
件
と
な
っ
て
お
り
発
行
が
１
７

４
件
。
何
％
に
つ
い
て
は
、
通
知

カ
ー
ド
が
直
接
住
民
に
届
く
た
め
個

人
申
請
と
な
る
こ
と
か
ら
現
在
、
数

字
は
出
し
て
い
な
い
。

齋
藤
委
員
長

１
割
強
く
ら
い
か
。住

民
課
長

人
口
が
１
，
６
０
０
人
な
の

で
、
１
割
強
く
ら
い
と
判
断

す
る
。

　
補
足
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
１
８
８

枚
発
行
し
て
お
り
有
効
な
の
が
１
５

６
枚
の
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
住

　
平
成
28
年
度
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

に
付
託
さ
れ
た
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
、
並
び
に
病
院

事
業
会
計
ま
で
の
27
年
度
決
算
は
、そ
れ
ぞ
れ
厳
正
に
行
っ
た
結
果
、

全
て
の
決
算
は
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
質
疑
を
抜
粋
し
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　
・
決
算
審
査
日　
平
成
28
年
10
月
24
日
〜
27
日
（
４
日
間
）

　
・
特
別
委
員
会
委
員　
議
員
７
名
（
議
長
、
議
選
監
査
を
除
く
）

平
成
27
年
度
決
算
審
査
⋮

全
て
認
定
！！

〜
決
算
特
別
委
員
会
〜

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ｑ

総
合
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム
費

Ｑ

Ｑ

一

般

会

計
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民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

方
は
税
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
か
ら

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。中

川
議
員

通
知
カ
ー
ド
が
本
人
に
届
か

な
い
。
知
ら
な
い
所
か
ら
電

話
が
き
た
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め

ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
。　

 

住
民
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
の

ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
。

小
関
議
員

防
犯
灯
維
持
管
理
費
補
助

金
、
防
犯
灯
設
置
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
近
年
、
町
民
の
要
望
等

も
あ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
設
置
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
経
過
は
ど
う
な
の
か
。　

 

住
民
課
長

各
自
治
区
か
ら
要
望
が
あ
る

中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治

区
が
20
Ｗ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
電
気
料
に
つ
い
て
も
、
平
成
26
年

度
の
概
算
を
平
成
27
年
度
の
実
績
で

見
る
と
更
新
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
地

区
は
か
な
り
電
気
代
金
が
安
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
他
、
街
灯
に
虫
が
こ

な
い
の
で
住
民
の
方
に
喜
ば
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
引
続
き
実
施
し
て

い
る
が
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も

更
新
の
計
画
要
望
を
確
認
し
て
い
る

の
で
、
今
後
も
進
ん
で
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

市
村
議
員

農
業
振
興
奨
励
補
助
金
に
つ

い
て
、
当
初
予
算
２
４
０
０

万
円
で
あ
る
が
、
決
算
額
９
３
１
万

８
８
０
６
円
は
国
の
施
策
が
多
数
上

が
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
使
用
す
る

補
助
金
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
。

 
産
業
課
長

平
成
26
年
か
ら
補
助
金
事
業

の
見
直
し
等
を
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
国
の
施
策
で
多
数
補
助
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な

理
由
で
も
あ
る
が
近
年
、
本
町
の
農

業
傾
向
と
し
て
、
か
な
り
「
そ
ば
」

に
特
化
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
農
業
関
係
団
体
か
ら
も
農
業
施

策
に
対
す
る
新
た
な
補
助
事
業
の
要

望
等
が
な
く
、
産
業
課
と
し
て
も
そ

れ
以
上
の
も
の
を
考
え
て
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
施
策
等

の
組
み
直
し
を
図
り
各
関
係
団
体
に

補
助
金
を
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
補

助
金
の
支
出
が
多
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
見
込
ん
で
い
る
。

田
丸
議
員

農
業
担
い
手
対
策
費
に
つ
い

て
、
農
業
後
継
者
交
流
会
補

助
金
が
０
円
の
決
算
と
な
っ
て
い
る

が
要
望
が
な
か
っ
た
の
か
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

農
協
の
担
当
部
署
と
連
携
を

と
っ
て
き
た
が
、
昨
年
度
は

農
協
事
業
に
幌
加
内
町
の
営
農
経
営

者
が
参
加
し
た
た
め
０
円
決
算
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
は
農
作

業
が
空
い
た
次
期
に
若
い
営
農
経
営

者
の
方
に
声
を
掛
け
て
い
き
、
執
行

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

中
川
議
員

一
般
検
診
に
つ
い
て
、
１
人

あ
た
り
の
検
診
は
14
回
ま
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る

が
、
実
際
ど
の
程
度
受
診
し
て
い
る

の
か
。

 
保
健
福
祉
課
長

１
人
あ
た
り
の
受
診
券
回
数

は
一
般
検
診
14
回
。
エ
コ
ー

超
音
波
検
査
６
回
。
受
診
券
配
布
者

は
、
転
入
者
１
名
を
含
め
９
名
。
内

14
回
の
一
般
検
診
に
関
し
て
、
受
診

人
数
は
延
べ
人
数
81
名
。
エ
コ
ー
超

音
波
検
査
は
33
名
が
受
診
し
て
お
り

合
計
51
万
３
６
８
８
円
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。

春
名
議
員

診
療
所
費
の
管
理
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
１
１
２
６
万

８
８
０
８
円
は
歯
科
診
療
所
の
委
託

料
な
の
か
。

 

保
健
福
祉
課
長

管
理
業
務
委
託
料
は
歯
科
診

療
所
決
算
と
し
て
い
る
。

春
名
議
員

歯
科
診
療
所
運
営
助
成
金
の

５
５
０
万
円
に
つ
い
て
、
委

託
料
が
１
１
０
０
万
円
程
で
あ
れ
ば

歯
科
医
師
の
所
得
を
確
保
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
歯
科

診
療
所
が
な
く
な
れ
ば
町
民
は
不
便

な
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
存
続
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
担
当
者

と
し
て
ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

 

保
健
福
祉
課
長

歯
科
診
療
所
５
５
０
万
円
の

金
額
に
し
て
か
ら
約
３
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
現
在
の
歯
科
診

療
所
の
１
日
平
均
患
者
数
は
９
・
７

名
で
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に

か
け
て
も
医
師
と
充
分
協
議
を
し
た

上
で
、
歯
科
診
療
所
の
運
営
が
５
５

０
万
円
の
運
営
補
助
で
成
り
立
つ
の

か
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
収
入
的
に
厳
し
い
よ
う
で
あ
れ

ば
町
か
ら
持
ち
か
け
る
場
面
が
あ
っ

て
も
良
い
と
の
指
示
を
町
長
か
ら
受

け
て
い
る
。

　
町
内
か
ら
歯
科
診
療
所
を
な
く
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
重
々
感

じ
て
お
り
、
今
後
も
町
立
の
診
療
所

を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
運
営
補
助

も
考
え
て
い
き
た
い
。

春
名
議
員

地
域
密
着
型
特
養
が
開
所
さ

れ
た
が
、
施
設
に
入
所
す
れ

ば
介
護
保
険
の
支
出
も
多
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

 

保
健
福
祉
課
長

病
院
再
編
の
考
え
方
と
し
て

基
本
的
に
旧
町
立
病
院
の
２

階
の
介
護
療
養
病
床
が
地
域
密
着
型

特
養
に
移
行
す
る
と
し
て
お
り
、
当

時
、
病
院
等
で
も
30
名
以
上
が
入
院

し
て
い
た
経
緯
も
あ
り
地
域
密
着
型

特
養
の
入
所
者
数
が
29
床
満
床
に

な
っ
て
も
介
護
保
険
事
業
自
体
、
保

険
料
が
値
上
げ
に
な
る
な
ど
影
響
す

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
推
測
し
て

い
る
。

ＡＡ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

社
会
福
祉
総
務
費

農
業
振
興
費

保
健
衛
生
費

介
護
保
険
特
別
会
計
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小
関
議
員

一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保

険
税
の
不
納
欠
損
分
は
、
ど

の
よ
う
な
算
定
で
数
字
を
出
し
て
い

る
の
か
。

 

住
民
課
長

不
納
欠
損
の
算
定
方
式
に
つ

い
て
は
、
税
務
係
担
当
と
な

る
が
５
年
経
過
が
基
本
と
な
る
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
し
納
入
す
る
意
志
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
方
は
、
期
間
を

延
長
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
基
本
的

に
は
最
終
収
納
日
か
ら
５
年
を
経
過

す
る
と
、
そ
の
処
理
の
対
象
と
な

る
。

　
欠
損
部
分
に
つ
い
て
は
、
遅
れ
て

も
納
入
を
継
続
す
る
方
は
義
務
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
納
付
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
お
り
、
不
能
欠
損
と
し
て

扱
わ
な
い
現
状
と
し
て
い
る
。

中
川
議
員

簡
易
水
道
給
水
を
受
け
、
実

際
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
戸

数
が
平
成
27
年
度
末
で
全
体
の
何
％

に
な
る
か
。

 

建
設
課
長

メ
ー
タ
ー
器
の
貸
付
、
水
道

料
で
８
、
４
５
０
件
。
７
０

４
戸
が
実
際
に
機
械
を
付
け
て
料
金

を
支
払
っ
て
い
る
戸
数
で
あ
る
。
７

７
０
戸
前
後
が
幌
加
内
の
戸
数
と
認

識
し
て
い
る
が
、
そ
の
戸
数
分
程
は

加
入
し
て
支
払
い
を
し
て
い
る
。

中
川
議
員

簡
易
水
道
が
通
っ
て
い
る
所

は
、
ほ
ぼ
利
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
除
外
さ
れ
る
地
域
（
北

部
の
一
部
分
）
の
関
係
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
建
設
課
主
幹

メ
ー
タ
ー
器
貸
付
料
、
水
道

料
は
幌
加
内
簡
易
水
道
、
朱

鞠
内
湖
南
簡
易
水
道
、
政
和
専
用
水

道
の
３
区
域
の
合
計
戸
数
と
な
る
。

平
成
29
年
に
向
け
簡
易
水
道
統
合
の

委
託
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

現
在
、
長
留
内
組
合
の
水
道
区
域
60

か
ら
70
戸
を
簡
易
水
道
区
域
に
取
組

む
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
沼
牛
組
合
か
ら
も
後
々
管

を
通
し
て
ほ
し
い
と
の
話
も
あ
る
こ

と
か
ら
地
域
拡
張
の
網
を
掛
け
る
事

だ
け
は
今
回
、
一
緒
に
行
お
う
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
３
区
域
だ
が
平
成
29
年
度

か
ら
は
長
留
内
区
域
も
加
わ
る
。

中
川
議
員

母
子
里
と
下
幌
加
内
地
域

は
、
こ
の
簡
水
に
入
っ
て
い

な
い
と
の
理
解
で
良
い
か
。

 

建
設
課
主
幹

平
成
19
年
に
下
幌
加
内
は
拡

張
し
、
そ
の
管
を
延
ば
し
峠

下
、
道
々
旭
川
線
の
所
ま
で
は
一

応
、
管
が
延
び
て
い
る
。

小
関
議
員

返
還
金
部
分
の
収
入
未
済
額

に
つ
い
て
、
収
入
未
済
金
額

が
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
地

元
に
帰
っ
て
こ
な
い
か
ら
な
の
か
。

地
元
に
帰
っ
て
き
た
ら
返
還
を
免
除

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
審
議
会
で
諮

り
そ
の
方
向
性
で
進
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
事
前
に
奨
学
金
を
給
付
す
る
前
に

返
済
基
準
を
相
手
方
に
的
確
に
説
明

し
て
い
る
の
か
。

 
教
育
次
長

未
済
額
の
４
０
１
万
５
０
０

０
円
は
35
件
分
で
10
名
。
10

名
は
親
が
町
内
在
住
者
で
貸
付
を
す

る
時
に
、
返
還
義
務
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
申
請
に
つ
い
て

は
、
親
が
連
帯
保
証
人
に
な
り
返
還

が
滞
っ
た
場
合
は
連
帯
保
証
人
に
連

絡
を
す
る
説
明
も
し
て
い
る
。
免
除

に
つ
い
て
は
、
幌
加
内
に
帰
っ
て
き

て
農
業
者
、
看
護
師
に
な
っ
た
場
合

は
免
除
額
を
年
数
に
応
じ
て
設
定
も

し
て
い
る
。

　
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
最
近

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

小
関
議
員

審
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
が
、
な
ぜ
開
催
し
な
か
っ
た
の

か
。

 

教
育
次
長

平
成
27
年
度
は
新
規
で
決
定

す
る
奨
学
生
が
い
な
か
っ
た

た
め
開
催
を
し
な
か
っ
た
。

　
平
成
28
年
度
は
新
規
奨
学
生
が
い

る
の
で
、
原
則
、
審
議
委
員
会
を
開

催
し
、
そ
の
年
の
決
算
状
況
や
免
除

者
、
滞
納
者
等
を
報
告
す
る
会
議
を

開
催
す
る
。

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

簡
易
水
道
特
別
会
計

奨
学
資
金
特
別
会
計

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。
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蛾芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽賀
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画
雅芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽餓

　
長
野
県
小
川
村
は
、
長
野
市
と
白

馬
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
農
村

地
帯
で
あ
る
。
昭
和
60
年
代
に
入
る

と
盛
ん
で
あ
っ
た
急
傾
斜
地
農
業
も

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
展
し
衰
退
の

状
況
を
迎
え
て
い
た
。

　
こ
の
危
機
に
村
の
再
生
を
誓
っ
た

青
年
達
に
よ
り
昭
和
61
年
「
株
式
会

社　
小
川
の
庄
」
を
立
ち
上
げ
７
人

の
構
成
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
漬
物
の

生
産
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
「
株
式
会
社　

小
川
の
庄
」
は
、

“
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
新
し

い
村
づ
く
り
事
業
”
の
肩
書
き
が
つ

け
ら
れ
「
村
も
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
応
援
し
よ
う
」
と
い
う
親
心

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　
古
く
か
ら
雑
穀
を
主
食
と
し
て
き

た
こ
の
地
域
で
は
、
米
の
消
費
を
抑

え
山
間
地
域
の
主
食
で
も
あ
る
生
活

に
密
着
し
た
お
や
つ
「
お
や
き
」
が

あ
っ
た
。「
お
や
き
」
を
商
品
化
す
る

こ
と
で
「
地
域
農
産
物
の
付
加
価
値

づ
く
り
と
、
高
齢
者
の
働
く
場
の
確

保
」
を
目
指
し
た
。

　
現
在
「
株
式
会
社　
小
川
の
庄
」

は
、
自
社
内
や
契
約
農
家
に
よ
る
農

産
物
生
産
の
「
１
次
産
業
」
か
ら
、

お
や
き
、
漬
物
、
味
噌
、
調
味
料
、

惣
菜
な
ど
の
加
工
を
行
う
「
２
次
産

業
」、
そ
こ
か
ら
製
品
を
直
営
店
舗

や
全
国
、
更
に
は
海
外
で
も
販
売
展

開
を
行
っ
て
お
り
社
員
は
、
高
齢
者

を
中
心
に
78
名
、
年
商
８
億
円
の
一

大
産
業
と
し
て
村
の
経
済
を
支
え
て

い
る
。

　
こ
の
視
察
は
、
地
域
資
源
の
活
用

と
地
域
の
人
々
の
英
知
と
努
力
が
成

果
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

　
過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お

い
て
も
生
涯
現
役
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
や
地
域

資
源
に
よ
る
地
域
雇
用
の
促
進
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
課
題
と
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

○
視
察
場
所　
長
野
県
小
川
村
／
株
式
会
社　
小
川
の
庄
（
11
月
13
日
）

①
地
域
農
産
物
の
付
加
価
値
づ
く
り
と
高
齢
者
等
の
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

産建文教常任委員会道外視察研修報告
調 査 項 目：①地域農産物の付加価値づくりと高齢者等の雇用の創出について

②そば集落について
調査年月日：平成28年11月13日～14日
視 察 町 村：長野県小川村・山形村
視 察 議 員：春名委員長・稲見議員・中村議員・市村議員・小川議長
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長
野
県
山
形
村
は
、
長
野
県
中
西

部
に
位
置
し
行
政
区
画
面
積
25
㎢
で

あ
り
本
町
の
沼
牛
自
治
区
と
同
等
面

積
の
小
さ
な
村
で
あ
る
。

　
村
内
に
延
長
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
集

落
が
あ
り
、
そ
の
道
路
脇
に
現
在
も

７
件
の
そ
ば
店
が
立
ち
並
び
「
唐
沢

そ
ば
集
落
」
を
形
成
し
て
い
る
。
そ

の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
当
時
は
２
～
３
戸
を
一
つ
屋

根
と
し
て
集
落
の
間
を
流
れ
る
唐
沢

川
の
水
を
利
用
す
る
「
水
車
屋
」
が

あ
り
、
精
米
、
精
穀
、
製
粉
を
営
ん

で
い
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
山
形
村
の
基
幹
産
業
は
、
農
業
で

「
な
が
い
も
」
が
特
産
と
な
っ
て
お

り
、
そ
ば
集
落
が
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
ば
の
作
付
面
積
は
14

ha
と
唐
沢
そ

ば
集
落
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
村
外
生

産
の
そ
ば
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
山
形
村
に
は
現
在
、
そ
ば
集
落
を

含
め
16
の
そ
ば
店
が
あ
り
特
産
品
で

あ
る
「
な
が
い
も
」
を
千
切
り
に
し

て
の
せ
た
「
や
ま
っ
ち
そ
ば
」
を
新

た
な
新
名
物
と
し
て
、
村
内
16
の
そ

ば
店
が
提
供
し
て
い
る
。「
唐
沢
そ
ば

集
落
」
の
維
持
・
存
続
や
新
名
物
の

「
や
ま
っ
ち
そ
ば
」
に
対
す
る
行
政

支
援
は
、
ほ
ぼ
な
い
状
況
の
よ
う
で

あ
る
が
松
本
市
や
塩
尻
市
な
ど
も
近

い
こ
と
か
ら
通
過
者
が
昼
食
を
取
る

に
は
最
高
の
地
理
的
条
件
で
も
あ
り

「
唐
沢
そ
ば
集
落
」
を
含
め
村
内
の

そ
ば
店
は
良
好
の
経
営
状
況
に
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
山
形
村
は
「
唐
沢
そ
ば
集
落
」
の

知
名
度
や
優
位
な
地
理
的
条
件
も
あ

り
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
そ
ば
の
村
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
て
い
る

が
、
地
域
の
特
産
物
「
な
が
い
も
」

に
こ
だ
わ
っ
た
名
物
を
開
発
し
村
内

の
、
ほ
と
ん
ど
の
そ
ば
店
で
提
供
す

る
連
帯
感
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
視
察
は
、
地
域
資
源
活
用
へ

の
こ
だ
わ
り
や
関
係
者
の
連
携
が
地

域
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
例
で

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
地
域
特
産

物
の
利
活
用
や
商
工
振
興
へ
の
参
考

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

○
視
察
場
所･･･

長
野
県
山
形
村
（
11
月
14
日
）

②
そ
ば
集
落
に
つ
い
て
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産建文教常委員会道外視察にあわせ、中央要請を実施してきました。
11月15日㈫

16：00～
衆議院議員　佐々木隆博代議士
（選挙区改正要望他各種懇談）

17：00～
原田憲治総務副大臣
（選挙区改正要望）

13：30～
衆議院議員　今津寛代議士
（選挙区改正要望他各種懇談）

11：00～
農水省政策統括問付　　
地域作物課　安藤課長補佐
（農業情勢懇談会）

10：00～
総務省選挙部　大泉選挙部長
（選挙区改正要望）

選挙区改正要望を中心に中央要請等を実施！

　
幌
加
内
に
住
ん
で
７
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
雪
が
多
く
生
活
す
る
に
は
大
変
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
事
務
所
の
周
り
も
除
雪
を
依

頼
し
て
お
り
出
入
口
の
雪
を
寄
せ
て
お
く
程

度
で
終
わ
り
、
住
宅
の
周
り
も
共
同
で
除
雪

を
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
車
庫
前

と
玄
関
前
を
当
番
制
で
雪
を
寄
せ
て
お
く
だ

け
と
体
へ
の
負
担
は
前
任
地
よ
り
楽
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
そ
う
、
明
日
は
雪
庇
落
と
し

の
日
な
の
で
除
雪
し
や
す
い
よ
う
に
建
物
か

ら
雪
を
離
す
作
業
を
手
伝
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
の
時
期
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん
あ

ま
り
好
き
で
は
な
い
方
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。
丁
度
昨

日
、
税
務
署
長
以
下
に
よ
る
平
成
28
年
分
の

確
定
申
告
に
係
る
注
意
点
等
の
説
明
を
受
け

て
き
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
一
言
！

　
い
よ
い
よ
今
回
の
確
定
申
告
か
ら
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）」
の
記
入
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
通
知
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
在
は
大
丈
夫
で
す
か
？

ご
家
族
分
も
含
め
大
切
に
保
管
を
!!

　
申
告
に
必
要
な
書
類
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
業
所
は
決
算
書
。
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴

収
票
。
国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
額
が
分
か

る
も
の
。
国
民
年
金
・
年
金
基
金
の
証
明

書
。
小
規
模
企
業
共
済
控
除
証
明
書
。
生
命

保
険
料
・
介
護
・
個
人
年
金
の
控
除
証
明

書
。
住
宅
取
得
特
別
控
除
証
明
書
（
新
規
の

方
は
添
付
書
類
の
準
備
が
必
要
）。
医
療
費

控
除
は
領
収
書
等
の
原
本
。
寄
付
金
控
除
証

明
書
な
ど
を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
の
方
法
は
、「
書
類
提
出
」
と
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
が
あ
り
ま
す
。

　
書
類
提
出
の
場
合
は
、
今
年
か
ら
「
〒
０

７
８
―
８
５
０
７
」（
住
所
記
入
不
要
）
で

「
申
告
書
等
集
中
処
理
担
当
部
署
」
宛
に
郵

送
等
に
て
提
出
下
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認
書
類
と

し
て
、「
通
知
カ
ー
ド
」
の
場
合
は
通
知
カ
ー

ド
と
免
許
証
の
写
し
の
添
付
。「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
の
場
合
は
カ
ー
ド
両
面
の
写

し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
場
合
は
、
添
付
書
類
等
が

全
て
省
略
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
初
年
度
で

の
住
宅
取
得
特
別
控
除
手
続
き
は
書
類
が
必

要
）

　
そ
れ
で
は
、
申
告
の
必
要
な
方
は
３
月
15

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
目
の
申
告

を
お
勧
め
し
ま
す
。 鈴

木　
藤
雄
さ
ん

商
工
会

わ
た
し
の
一
言
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三
月
三
日
。
も
も
の
節
句
で
す
。
ひ
な
人
形
を
飾
る
お
家

も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
、
も
も
の
節
句
の
時
に

ひ
な
人
形
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
の
中
国
に
は
、
三
月
の
初
め
に
川
に
入
っ
て
、
身
の
け

が
れ
を
清
め
る
と
い
う
な
ら
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

日
本
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
が
て
紙
で
で
き
た
人

形
に
自
分
の
け
が
れ
を
移
し
て
、
川
や
海
に
流
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
流
し
び
な
」
と
い
う
行
事
で
す
。

　
時
代
が
変
わ
る
に
つ
れ
、「
流
し
び
な
」と「
人
形
あ
そ
び
」

が
結
び
付
い
て
、
今
の
よ
う
に
人
形
や
道
具
を
飾
っ
て
、
女

の
子
の
成
長
と
幸
せ
を
願
う
日
に
な
っ
た
の
で
す
。

（１月末現在）

世帯数 818世帯
（前月比－1）

人　口 1,572人
（前月比＋1）

　　男 775人
　女 797人

今月の表紙 たくさん札を取れたかな！？　みんなで百人一首に挑戦しました♪
　子ども達もおじいちゃん、おばあちゃん達も
真剣な眼差しで、フィールドにある規則正しく
並んだ札を一心に、真剣に見つめていました。
　静寂の中、読み手が良く点の切れた読み札
の山から１枚、その手で掴み、札に書かれてあ
る文字を一度、目で滑らせた後、その口を開
き歌い始めました。
　「ちはやぶる　神代（かみよ）も聞かず竜田川（たつたがわ）～♪」
　今までの静けさが嘘のように、「はぁぁぁい！！！」「ばんっ！」「やったー！」と会場内を
響かせ、白熱した札とり合戦がとても印象的でした。

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
11
月
19
日　
及
川　
澄　
く
ん（
父
竜
平
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　12
月
27
日　
伊　
藤　
孝　
司　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
沼　
田　
満
里
奈　
さ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
12
月
８
日　
近
藤　
徳
次　
様　
9₃
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
一
般
寄
付
◆

　
10
月
27
日

　
小
泉　
俊
三　
様
・
坂
西　
雄
太　
様

　
島
田　
　
健　
様
・
福
森　
則
夫　
様

　
山
本　
巻
一　
様
・
崔　
　
承
彦　
様

　
石
井　
賢
治　
様
・
百
武　
正
樹　
様

　
　
（
花
瓶
〜
町
立
幌
加
内
診
療
所
開
所

　
　
　の
お
祝
い
と
し
て
〜
）

海
沼　
　
華
︵
は
な
︶

平
成
27
年
３
月
19
日

父　
一　
郎

母　
恵
里
子

　

１
歳
前
か
ら
保
育
園
に
行
き
、

大
好
き
な
お
友
達
や
先
生
も
で
き

て
、
寝
る
前
に
は
お
友
達
の
名
前

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
た
く
さ
ん
お
話
し
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
形
に
話

し
か
け
た
り
、
一
生
懸
命
遊
ん
で

い
ま
す
。

　

食
い
し
ん
坊
で
何
で
も
食
べ
て

く
れ
ま
す
が
、
時
に
は
食
べ
過
ぎ

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
健
康
で

育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

我が家の
アイドル！
我が家の
アイドル！
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